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題字 前田鎌利

　
２
０
１
５
年
度
の
彦
根
商
工
会
議
所
通

信「
不
易
流
行
」で
彦
根
城
博
物
館
の
学

芸
員
の
方
々
に
原
稿
執
筆
を
依
頼
し
、『
井

伊
家
十
四
代
』を
一
年
間
連
載
し
て
き
た
。

そ
の
原
稿
に
プ
ラ
ス
し
て
新
た
に
歴
史
研

究
家
、歴
史
作
家
の
先
生
方
に
直
虎
お
よ

び
井
伊
家
関
連
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
た

だ
き
構
成
し
た
の
が『
井
伊
家
十
四
代
と

直
虎
』（
定
価
１
８
０
０
円+

税
・
発
売 

サ

ン
ラ
イ
ズ
出
版
株
式
会
社
）だ
。

　
多
く
の
地
方
都
市
同
様
、人
口
維
持
及

び
経
済
成
長
は
商
工
団
体
で
あ
る
彦
根
商

工
会
議
所
の
大
き
な
課
題
だ
。そ
の
解
決

案
と
し
て
取
り
組
ん
だ
地
方
創
生
策
の
延

長
線
上
で
生
ま
れ
た
書
籍
で
あ
る
。

　
２
０
１
４
年
、「
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発

委
員
会
」を
設
置
。「
彦
根
と
い
う
都
市
の

あ
る
べ
き
姿
、望
む
べ
き
カ
タ
チ
」を
論
じ

る
こ
と
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。彦
根

の
恵
ま
れ
た「
地
域
資
産
＝
歴
史
」の
魅

力
を
武
器
に
、全
国
・
世
界
か
ら
集
客
交

流
産
業
を
成
長
ド
ラ
イ
バ
と
す
る
こ
と

と
、市
民
の「
誇
り
」を
呼
び
お
こ
し
郷
土

愛
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
を
戦
略
と
し
て
決

定
し
た
。

　
２
０
１
５
年
、誘
客
の
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

組
織「
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
協
議
会
」を

近
隣
の
二
市
四
町
で
設
立（
そ
の
後
法
人

化
し
、現
在
は
一
般
社
団
法
人
近
江
ツ
ー

リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
に
名
称
変
更
）。歴
史
都

市
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、全
国
・
世
界
に

発
信
す
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　
２
０
１
６
年
、内
閣
府
地
方
創
生
本
部

や
県
・
市
町
の
支
援
を
受
け
て
、歴
史
遺

産
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
文
化
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
集
客
事
業
を
展
開
。

　
そ
し
て
、２
０
１
７
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ「
お
ん
な
城
主 

直
虎｣

の
放
映
決
定

の
情
報
を
得
て
出
版
を
計
画
し
、「
井
伊
家

十
四
代
と
直
虎
出
版
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」

の
支
援
を
受
け
て
本
書
の
製
作
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
井
伊
家
は
江
戸
期
を
通
し
て
彦
根
藩
を

十
四
代
に
渡
り
藩
主
と
し
て
治
め
た
だ
け

で
な
く
、直
弼
を
は
じ
め
徳
川
幕
府
の
大

老
と
い
う
重
責
を
担
っ
た
。そ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
浜
松
井
伊
谷
の
直
虎（
次
郎
法
師
）

の
伝
承
か
ら
始
め
た
。

　　
遠
州
の
古
刹
・
井
伊
直
虎
が
眠
る
寺「
龍

潭
寺
」は
、天
平
５
年（
７
３
３
）、行
基
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。井
伊
家
歴
代
当
主

を
祀
る
菩
提
寺
で
あ
る
。日
本
最
古
の
印

刷
本「
金
沢
文
庫
」や
織
田
信
長
の
遺
品

「
天
目
茶
碗
」、江
戸
時
代
の
庶
民
の
様
子

が
描
か
れ
た「
龍
潭
寺
屏
風
」な
ど
貴
重

な
寺
宝
を
有
す
る
寺
と
し
て
知
ら
れ
、小

堀
遠
州
に
よ
る
池
泉
鑑
賞
式
庭
園
は
国
の

名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。井
伊
直
盛
の

一
人
娘
は
、龍
潭
寺
で
出
家
し
次
郎
法
師

を
名
乗
る
。当
時
９
歳
。こ
の
少
女
が
後

の
直
虎
で
あ
る
。本
書
の
構
成
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主 

直

虎
」の
時
代
考
証
を
担
当
す
る
静
岡
大
学

名
誉
教
授
の
小
和
田
哲
男
先
生
に「
井
伊

谷
の
直
虎
」。

　
『
井
伊
直
虎
』（『
女（
お
な
ご
）に
こ
そ

あ
れ
次
郎
法
師
』改
題
）の
著
者
で
あ
る

梓
澤
要
先
生
に「
直
虎
と
直
政
」。

　
東
京
学
芸
大
学
副
学
長
で
あ
り
、Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」、「
龍
馬
伝
」「
八
重

の
桜
」の
時
代
考
証
を
担
当
し
た
大
石
学

先
生
に
は「
井
伊
家
、も
う
一
つ
の『
開
国
』 

―

初
代
直
政
、慶
長
の『
開
国
』―

」。

　
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」（
日
本
テ
レ

ビ
）や「
ク
イ
ズ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
Ｑ
さ
ま
』

（
テ
レ
ビ
朝
日
）な
ど
で
人
気
の
河
合
敦
先

生
に
は
、「
彦
根
の
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
」。

最
後
の
藩
主
と
な
っ
た
井
伊
直
憲
の
生

き
た
時
代
は
２
０
１
８
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ「
西
郷（
せ
ご
）ど
ん
」と
重
な
る
。

　
滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授

で
あ
り
、特
に
中
・
近
世
城
郭
の
研
究
で

知
ら
れ
る
中
井
均
先
生
に
は
、「
彦
根
城

―
 

築
城
の
経
緯
と
縄
張
り 

―
」「
彦
根
城

の
魅
力
」「
井
伊
家
に
と
っ
て
の
佐
和
山

城
」。

　
彦
根
の
歴
史
を
俯
瞰
で
き
る
唯
一
の

人
物
、谷
口
徹
先
生
に
は「
井
伊
家
と
庭

園
」。

　
近
江
の
オ
コ
ナ
イ
に
つ
い
て
の
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
長
浜
市
曳
山
博
物

彦
根
商
工
会
議
所
編『
井
伊
家
十
四
代
と
直
虎
』発
刊

館
館
長
の
中
島 

誠
一
先
生
に
は「
近
江

の『
オ
コ
ナ
イ
』と
遠
江
の『
お
く
な
い
』

　
湖
北
を
結
ぶ
祭
礼
の
不
思
議
」。

　
そ
し
て
、彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
の

方
々
に
よ
っ
て
書
か
れ
た「
井
伊
家
十
四

代
」へ
と
続
く
。

　
本
書
の
直
虎
か
ら
始
ま
る
井
伊
家
の

歴
史
は
、大
河
ド
ラ
マ
と
共
に
２
０
１
７

年
３
月
18
日（
土
）か
ら
12
月
10
日（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
る「
国
宝
・
彦
根
城
築
城

４
１
０
年
祭
」を
よ
り
楽
し
む
た
め
に
欠

か
せ
な
い
内
容
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
彦
根
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
は「
歴

史
を
愉
し
む
城
下
町
彦
根
」で
あ
る
。城

下
町
に
は
、過
去
の
時
間
が
重
層
的
に
降

り
積
も
り
、歴
史
的
・
文
化
的
価
値
が
高

い
建
造
物
や
ま
ち
な
み
、伝
統
文
化
に
よ

っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
特
有
の
空
気
が
あ

る
。ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は「
誇
り
」を
呼
び

覚
ま
し
、日
本
中
、或
い
は
世
界
中
の
人
々

が
、一
生
に
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
と
思

う「
憧
れ
の
ま
ち
」リ
ス
ト
に
加
え
て
も

ら
え
る
よ
う
努
め
る
営
み
で
も
あ
る
。井

伊
谷
か
ら
繫
が
る
歴
史
を
各
分
野
の
専
門

家
が
切
り
取
っ
た
ピ
ー
ス
で
構
成
し
た
本

書
が
多
く
の
人
々
の
手
に
届
き
、城
下
町

彦
根
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
編
集
に
先
立
ち
彦
根
に
も
あ
る
は
ず

だ
ろ
う
直
虎
の
資
料
や
事
跡
を
探
し
た
。

　
『
彦
根
市
史 

上
冊
』（
昭
和
62
年
復
刻

版
）に
は
、直
虎
に
つ
い
て
の
記
述
は
見

当
た
ら
な
い
。『
新
修
彦
根
市
史
第
二
巻
』

（
平
成
20
年
）で
は
、「
井
伊
谷
の
次
郎
法

師
」と
し
、「
直
虎
」と
い
う
名
は
記
し
て

い
な
い
。

　
彦
根
市
近
辺
の
伝
承
を
探
し
て
み
る

と
２
つ
あ
っ
た
。但
し
、虎
松（
直
政
）に

関
係
す
る
伝
承
で
あ
る
。

　
ひ
と
つ
は
、彦
根
市
本
町
の
福
智
山
地

福
院（
本
尊
は
不
動
明
王
）で
あ
る
。近

年
ま
で「
慶
山
」と
呼
び
親
し
ま
れ
、彦
根

の
七
夕
ま
つ
り
の
起
源
と
も
い
わ
れ
て

い
る
寺
だ
。開
祖
大
蔵
院
順
慶
は
元
、今

川
氏
の
家
臣
だ
っ
た
。義
元
が
桶
狭
間
の

戦
い
で
敗
れ
、修
験
者
と
な
っ
た
順
慶

が
、京
都
六
角
の
住
心
院
に
居
た
と
き
の

話
で
あ
る
。井
伊
直
親
が
掛
川
で
殺
さ
れ

た
と
き
、虎
松
に
も
危
険
が
及
び
、三
河

の
鳳
来
寺
に
匿
わ
れ
た
。そ
の
後
、母
と

と
も
に
住
心
院
を
訪
れ
、順
慶
の
庇
護
で

今
川
氏
の
追
っ
手
を
逃
れ
て
12
歳
ま
で

過
ご
し
た
と
い
う
の
だ
。そ
し
て
、徳
川

家
康
が
関
ヶ
原
合
戦
に
勝
利
し
、佐
和
山

に
封
ぜ
ら
れ
た
直
政
が
彦
根
藩
初
代
と

な
っ
た
と
き
、順
慶
の
恩
に
報
い
る
た
め

彦
根
に
招
き
宗
安
寺
内
に
一
庵
を
与
え

た
。そ
の
後
、本
町
に
福
智
山
地
福
院
を

開
基
し
た（『
彦
根
史
話
・
上
』彦
根
史
話

刊
行
会
）。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、『
改
訂
近
江
国
坂
田

郡
史
』第
６
巻
に
、永
禄
７
年（
１
５
６

４
）４
月
よ
り
６
月
に
至
る
２
ヶ
月
間
、

今
川
氏
真
の
詮
議
を
避
け
て
、井
伊
萬
千

代（
の
ち
の
直
政
）が
、米
原
市
上
多
良
の

眞
廣
寺
に
い
た
こ
と
が
あ
る
と
記
し
て

あ
っ
た
。

　
井
伊
谷
へ
と
導
く
記
憶
は
３
つ
。

　
直
政
の
父
直
親
は
都
田
川
の
河
原
で

荼
毘
に
付
さ
れ
て
い
る
。直
政
は
慶
長
７

年（
１
６
０
２
）、佐
和
山
城
で
死
去
し
、

遺
志
に
よ
り
善
利
川
の
中
洲（
渡
島
）で

荼
毘
に
付
さ
れ
た
。故
郷
で
あ
る
井
伊
谷

と
父
を
思
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
江
国
寺
山
門
の
扁
額
を
揮
毫
し
た
の

は
、明
暦
元
年（
１
６
５
５
）、第
六
回
朝

鮮
通
信
使
の
写
字
官
と
し
て
彦
根
を
訪

れ
た
雪
峰（
金
義
信
）で
あ
る
。井
伊
谷

の
龍
潭
寺
本
堂
と
山
門
の
扁
額
の
揮
毫

も
ま
た
雪
峰
だ
。

　
天
寧
寺
は
井
伊
直
中
が
建
立
し
た
寺

だ
が
、前
身
は
直
政
が
母
の
菩
提
を
弔
う

た
め
彦
根
城
下
に
建
立
し
た
宗
徳
寺
だ

っ
た
。寺
の
名
は
直
政
の
母
の
戒
名「
永

護
院
殿
蘭
庭
宗
徳
大
姉
」か
ら
で
あ
る
。

　
井
伊
谷
と
彦
根
を
結
ぶ
墓
と
供
養
碑

が
あ
っ
た
。彦
根
の
龍
潭
寺
の
新
野
左
馬

助
親
矩
の
墓（
本
号H

C
C
I. prem

ium
 

story 

⑰ 「
直
政
を
匿
っ
た
新
野
左
馬
助

親
矩
の
墓 

」18
頁
参
照
）と
、高
瀬
姫（
直

政
の
姉
）の
長
純
寺
の
供
養
碑
で
あ
る
。

　
次
郎
法
師
直
虎
へ
繫
が
る
記
憶
は
か

き
消
さ
れ
た
よ
う
に
彦
根
に
は
な
か
っ

た
。何
故
、直
虎
の
痕
跡
が
失
わ
れ
て
い

る
の
か
、そ
の
こ
と
に
も
大
切
な
意
味
が

あ
る
は
ず
だ
。

　
２
０
１
７
年
は
彦
根
に
と
っ
て
ビ
ッ

グ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ｢

お
ん
な
城
主 

直
虎｣

の
放
送
で
は
毎

週「
井
伊
、井
伊…

」と
繰
り
返
し
そ
の
名

が
呼
ば
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
唯
一
無

二
、「
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭
」

は
間
違
い
な
く
集
客
交
流
産
業
の
成
長

ド
ラ
イ
バ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。『
井
伊
家

十
四
代
と
直
虎
』の
書
籍
も
そ
の
一
助
と

な
り
、様
々
な
顕
彰
が
行
わ
れ
、再
発
見
・

新
発
見
に
繫
が
れ
ば
と
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

直
虎
か
ら
始
ま
る
井
伊
家
の
物
語

本
書
の
構
成

日商簿記は企業が求める資格 第1位!!

「企業が応募者に求める資格ランキングトップ10」で日商簿記２級は第１位（１級は第７位）
＜（株）リクルートキャリアが同社に寄せられた求人から集計＞

「今後取得したい資格ランキング」で日商簿記２級は第6位（３級は第7位）
＜日本経済新聞と日経キャリアマガジンが20－40歳代のビジネスパーソンを対象に調査＞

　簿記は、企業の経営活動を記録・計算・整理して、経営成績と財政状態を明らかにする技能です。企業の
活動を適切、かつ正確に情報公開するとともに、経営管理能力を身につけるために、簿記は必須の知識です。

試　 験　 日 平成２9年２月２6日（日）
 3級…9：00～ ／ ２・４級…13：30～　
試  験  会  場 彦根商工会議所
受　 験　 料 2級：4,630円／３級：2,570円／４級：1,640円
申込受付期間 平成28年12月19日(月) ～ 平成29年１月27日(金)
 （受付時間：平日８：３０～１７：１５）

お問合わせ・お申込みは 彦根商工会議所まで
tel.0749-22-4551／ fax.0749-26-2730／ http://www.hikone-cci.or.jp

～多くの企業が簿記検定を社員育成に活用～

ぜひ検定にチャレンジしてください。

第145回 日商簿記検定試験 2～4級
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２
０
１
５
年
度
の
彦
根
商
工
会
議
所
通

信「
不
易
流
行
」で
彦
根
城
博
物
館
の
学

芸
員
の
方
々
に
原
稿
執
筆
を
依
頼
し
、『
井

伊
家
十
四
代
』を
一
年
間
連
載
し
て
き
た
。

そ
の
原
稿
に
プ
ラ
ス
し
て
新
た
に
歴
史
研

究
家
、歴
史
作
家
の
先
生
方
に
直
虎
お
よ

び
井
伊
家
関
連
の
原
稿
を
執
筆
し
て
い
た

だ
き
構
成
し
た
の
が『
井
伊
家
十
四
代
と

直
虎
』（
定
価
１
８
０
０
円+

税
・
発
売 

サ

ン
ラ
イ
ズ
出
版
株
式
会
社
）だ
。

　
多
く
の
地
方
都
市
同
様
、人
口
維
持
及

び
経
済
成
長
は
商
工
団
体
で
あ
る
彦
根
商

工
会
議
所
の
大
き
な
課
題
だ
。そ
の
解
決

案
と
し
て
取
り
組
ん
だ
地
方
創
生
策
の
延

長
線
上
で
生
ま
れ
た
書
籍
で
あ
る
。

　
２
０
１
４
年
、「
ひ
こ
ね
ブ
ラ
ン
ド
開
発

委
員
会
」を
設
置
。「
彦
根
と
い
う
都
市
の

あ
る
べ
き
姿
、望
む
べ
き
カ
タ
チ
」を
論
じ

る
こ
と
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
。彦
根

の
恵
ま
れ
た「
地
域
資
産
＝
歴
史
」の
魅

力
を
武
器
に
、全
国
・
世
界
か
ら
集
客
交

流
産
業
を
成
長
ド
ラ
イ
バ
と
す
る
こ
と

と
、市
民
の「
誇
り
」を
呼
び
お
こ
し
郷
土

愛
を
高
揚
さ
せ
る
こ
と
を
戦
略
と
し
て
決

定
し
た
。

　
２
０
１
５
年
、誘
客
の
た
め
の
Ｄ
Ｍ
Ｏ

組
織「
近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
協
議
会
」を

近
隣
の
二
市
四
町
で
設
立（
そ
の
後
法
人

化
し
、現
在
は
一
般
社
団
法
人
近
江
ツ
ー

リ
ズ
ム
ボ
ー
ド
に
名
称
変
更
）。歴
史
都

市
の
魅
力
を
磨
き
上
げ
、全
国
・
世
界
に

発
信
す
る
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。

　
２
０
１
６
年
、内
閣
府
地
方
創
生
本
部

や
県
・
市
町
の
支
援
を
受
け
て
、歴
史
遺

産
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
文
化
イ
ベ
ン
ト
に

よ
る
集
客
事
業
を
展
開
。

　
そ
し
て
、２
０
１
７
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ「
お
ん
な
城
主 

直
虎｣

の
放
映
決
定

の
情
報
を
得
て
出
版
を
計
画
し
、「
井
伊
家

十
四
代
と
直
虎
出
版
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
」

の
支
援
を
受
け
て
本
書
の
製
作
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。

　
井
伊
家
は
江
戸
期
を
通
し
て
彦
根
藩
を

十
四
代
に
渡
り
藩
主
と
し
て
治
め
た
だ
け

で
な
く
、直
弼
を
は
じ
め
徳
川
幕
府
の
大

老
と
い
う
重
責
を
担
っ
た
。そ
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
浜
松
井
伊
谷
の
直
虎（
次
郎
法
師
）

の
伝
承
か
ら
始
め
た
。

　　
遠
州
の
古
刹
・
井
伊
直
虎
が
眠
る
寺「
龍

潭
寺
」は
、天
平
５
年（
７
３
３
）、行
基
に

よ
っ
て
創
建
さ
れ
た
。井
伊
家
歴
代
当
主

を
祀
る
菩
提
寺
で
あ
る
。日
本
最
古
の
印

刷
本「
金
沢
文
庫
」や
織
田
信
長
の
遺
品

「
天
目
茶
碗
」、江
戸
時
代
の
庶
民
の
様
子

が
描
か
れ
た「
龍
潭
寺
屏
風
」な
ど
貴
重

な
寺
宝
を
有
す
る
寺
と
し
て
知
ら
れ
、小

堀
遠
州
に
よ
る
池
泉
鑑
賞
式
庭
園
は
国
の

名
勝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。井
伊
直
盛
の

一
人
娘
は
、龍
潭
寺
で
出
家
し
次
郎
法
師

を
名
乗
る
。当
時
９
歳
。こ
の
少
女
が
後

の
直
虎
で
あ
る
。本
書
の
構
成
は
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主 

直

虎
」の
時
代
考
証
を
担
当
す
る
静
岡
大
学

名
誉
教
授
の
小
和
田
哲
男
先
生
に「
井
伊

谷
の
直
虎
」。

　
『
井
伊
直
虎
』（『
女（
お
な
ご
）に
こ
そ

あ
れ
次
郎
法
師
』改
題
）の
著
者
で
あ
る

梓
澤
要
先
生
に「
直
虎
と
直
政
」。

　
東
京
学
芸
大
学
副
学
長
で
あ
り
、Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
篤
姫
」、「
龍
馬
伝
」「
八
重

の
桜
」の
時
代
考
証
を
担
当
し
た
大
石
学

先
生
に
は「
井
伊
家
、も
う
一
つ
の『
開
国
』 

―

初
代
直
政
、慶
長
の『
開
国
』―

」。

　
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」（
日
本
テ
レ

ビ
）や「
ク
イ
ズ
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
Ｑ
さ
ま
』

（
テ
レ
ビ
朝
日
）な
ど
で
人
気
の
河
合
敦
先

生
に
は
、「
彦
根
の
ラ
ス
ト
エ
ン
ペ
ラ
ー
」。

最
後
の
藩
主
と
な
っ
た
井
伊
直
憲
の
生

き
た
時
代
は
２
０
１
８
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河

ド
ラ
マ「
西
郷（
せ
ご
）ど
ん
」と
重
な
る
。

　
滋
賀
県
立
大
学
人
間
文
化
学
部
教
授

で
あ
り
、特
に
中
・
近
世
城
郭
の
研
究
で

知
ら
れ
る
中
井
均
先
生
に
は
、「
彦
根
城

―
 

築
城
の
経
緯
と
縄
張
り 

―
」「
彦
根
城

の
魅
力
」「
井
伊
家
に
と
っ
て
の
佐
和
山

城
」。

　
彦
根
の
歴
史
を
俯
瞰
で
き
る
唯
一
の

人
物
、谷
口
徹
先
生
に
は「
井
伊
家
と
庭

園
」。

　
近
江
の
オ
コ
ナ
イ
に
つ
い
て
の
研
究

の
第
一
人
者
で
あ
る
長
浜
市
曳
山
博
物

館
館
長
の
中
島 

誠
一
先
生
に
は「
近
江

の『
オ
コ
ナ
イ
』と
遠
江
の『
お
く
な
い
』

　
湖
北
を
結
ぶ
祭
礼
の
不
思
議
」。

　
そ
し
て
、彦
根
城
博
物
館
学
芸
員
の

方
々
に
よ
っ
て
書
か
れ
た「
井
伊
家
十
四

代
」へ
と
続
く
。

　
本
書
の
直
虎
か
ら
始
ま
る
井
伊
家
の

歴
史
は
、大
河
ド
ラ
マ
と
共
に
２
０
１
７

年
３
月
18
日（
土
）か
ら
12
月
10
日（
日
）

ま
で
開
催
さ
れ
る「
国
宝
・
彦
根
城
築
城

４
１
０
年
祭
」を
よ
り
楽
し
む
た
め
に
欠

か
せ
な
い
内
容
と
も
な
っ
て
い
る
。

　
彦
根
の
ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
は「
歴

史
を
愉
し
む
城
下
町
彦
根
」で
あ
る
。城

下
町
に
は
、過
去
の
時
間
が
重
層
的
に
降

り
積
も
り
、歴
史
的
・
文
化
的
価
値
が
高

い
建
造
物
や
ま
ち
な
み
、伝
統
文
化
に
よ

っ
て
醸
し
出
さ
れ
る
特
有
の
空
気
が
あ

る
。ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
は「
誇
り
」を
呼
び

覚
ま
し
、日
本
中
、或
い
は
世
界
中
の
人
々

が
、一
生
に
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
と
思

う「
憧
れ
の
ま
ち
」リ
ス
ト
に
加
え
て
も

ら
え
る
よ
う
努
め
る
営
み
で
も
あ
る
。井

伊
谷
か
ら
繫
が
る
歴
史
を
各
分
野
の
専
門

家
が
切
り
取
っ
た
ピ
ー
ス
で
構
成
し
た
本

書
が
多
く
の
人
々
の
手
に
届
き
、城
下
町

彦
根
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
味
わ
っ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
編
集
に
先
立
ち
彦
根
に
も
あ
る
は
ず

だ
ろ
う
直
虎
の
資
料
や
事
跡
を
探
し
た
。

　
『
彦
根
市
史 

上
冊
』（
昭
和
62
年
復
刻

版
）に
は
、直
虎
に
つ
い
て
の
記
述
は
見

当
た
ら
な
い
。『
新
修
彦
根
市
史
第
二
巻
』

（
平
成
20
年
）で
は
、「
井
伊
谷
の
次
郎
法

師
」と
し
、「
直
虎
」と
い
う
名
は
記
し
て

い
な
い
。

　
彦
根
市
近
辺
の
伝
承
を
探
し
て
み
る

と
２
つ
あ
っ
た
。但
し
、虎
松（
直
政
）に

関
係
す
る
伝
承
で
あ
る
。

　
ひ
と
つ
は
、彦
根
市
本
町
の
福
智
山
地

●小和田 哲男（おわだ・てつお）
戦国時代史研究の第一人者。歴史学者、文学博士。静岡大学名誉教授。主著『後北条氏研究』
（吉川弘文館）、『近江浅井氏の研究』（清文堂出版）のほか、『小和田哲男著作集』（清文堂出
版）などの研究書を刊行。また、NHK 総合テレビおよびNHK E テレの番組などにも出
演、わかりやすい解説には定評がある。1996年 NHK大河ドラマの「秀吉」、2006年の「功
名が辻」、2009年の「天地人」、2011年の「江~姫たちの戦国~」、2014年の「軍師官兵衛」
で時代考証をつとめ、2017年の「おんな城主 直虎」も担当。

●梓澤 要（あずさわ・かなめ）
作家。『井伊直虎』（『女（おなご）にこそあれ次郎法師』改題、角川文庫）の著者。1993年『喜
娘』（新人物往来社）で第18回歴史文学賞を受賞し、デビュー。歴史に対する確かな目線
と骨太のドラマを織り込んだ作風で着実な評価を得てきた。2007年から東洋大学大学
院で仏教学を学ぶ。主な著作に『阿修羅』『百枚の定家』『橘三千代』（以上、新人物往来社）、
『夏草ケ原』『遊部』『枝豆そら豆』『唐衣』（以上、講談社）、『越前宰相秀康』『光の王国 秀衡と
西行』（以上、文藝春秋）、『捨ててこそ 空也』『荒仏師 運慶』（以上、新潮社）、『城主になった
女 井伊直虎』（NHK出版）など。

●大石 学（おおいし・まなぶ）
東京学芸大学副学長。時代考証学会会長。日本近世史専攻。2004年ＮＨＫ大河ドラマの
「新選組！」、2008年の「篤姫」、2010年の「龍馬伝」、2013年の「八重の桜」、2015年の「花
燃ゆ」、その他ＮＨＫ時代劇、映画、小説、漫画などの時代考証を担当。古い形の時代考証
を脱却し、ドラマを製作者とともに作り上げる形での時代考証をめざす。主な編著書に、
『近世日本の統治と改革』『時代劇の見方・楽しみ方̶時代考証とリアリズム̶』『新しい
江戸時代が見えてくる』（以上、吉川弘文館）などがある。

●河合 敦（かわい・あつし）
多摩大学客員教授。早稲田大学でも教鞭をとりながら、多数の日本史の本を執筆してい
る。第17回郷土史研究賞優秀賞、第6回NTTトーク大賞優秀賞を受賞。「世界一受けた
い授業」（日本テレビ）、「クイズバラエティーＱさま」（テレビ朝日）、「ぶっちゃけ寺」（テレ
ビ朝日）など、テレビ出演も多数。著書に『早わかり日本史』（日本実業出版社）、『真田幸村  
家康をもっとも追いつめた男』（小学館新書）、『日本人は世界をいかにみてきたか』（ベス
ト新書）など。

●中井 均（なかい・ひとし）
滋賀県立大学人間文化学部教授。専門は日本考古学、特に中・近世城郭の研究。小学5年
生から中・近世の城跡探検をはじめ、現在は日本各地の中世・近世城郭の発掘調査・整備
の委員を務める。NPO法人城郭遺産による街づくり協議会理事長。織豊期城郭研究会
代表。大名墓研究会代表。著書は『近江の城 －城が語る湖国の戦国史－』（サンライズ出
版）、『カラー徹底図解 日本の城』（新星出版社）、『日本の城』（山川出版社）など多数。

●谷口 徹（たにぐち・とおる）
柏原宿歴史館館長。元彦根市教育委員会文化財部長。専門分野を越えて、彦根の古代から
現代に至る彦根の歴史を俯瞰できる唯一の人物。共著に『幻の名窯湖東焼』『近江戦国の
道』『近江中山道』（以上、サンライズ出版）、『井伊直弼の茶の湯』（国書刊行会）、『たねや美
濠美術館図録 湖東焼』（たねや近江文庫）など多数。

●中島 誠一（なかじま・せいいち）
長浜市曳山博物館館長。元長浜市長浜城歴史博物館館長。近江をはじめとする西日本の
オコナイや滋賀県の民俗芸能、祭礼に関する企画展や論文、講演など多岐にわたり、滋賀
県を中心に祭礼や年中行事の調査を行っている。共著『近江の祭りを歩く』（サンライズ
出版）、『神々の酒肴 湖国の神饌』（思文閣出版）、『オコナイ 湖国・祭りのかたち 』（LIXIL
出版）など多数。

●彦根城博物館
※彦根商工会議所通信「不易流行」（2015年4月～2016年3月）に連載の『井伊家十四代』
　を収録。

『井伊家十四代と直虎』執筆者紹介（執筆順）

福
院（
本
尊
は
不
動
明
王
）で
あ
る
。近

年
ま
で「
慶
山
」と
呼
び
親
し
ま
れ
、彦
根

の
七
夕
ま
つ
り
の
起
源
と
も
い
わ
れ
て

い
る
寺
だ
。開
祖
大
蔵
院
順
慶
は
元
、今

川
氏
の
家
臣
だ
っ
た
。義
元
が
桶
狭
間
の

戦
い
で
敗
れ
、修
験
者
と
な
っ
た
順
慶

が
、京
都
六
角
の
住
心
院
に
居
た
と
き
の

話
で
あ
る
。井
伊
直
親
が
掛
川
で
殺
さ
れ

た
と
き
、虎
松
に
も
危
険
が
及
び
、三
河

の
鳳
来
寺
に
匿
わ
れ
た
。そ
の
後
、母
と

と
も
に
住
心
院
を
訪
れ
、順
慶
の
庇
護
で

今
川
氏
の
追
っ
手
を
逃
れ
て
12
歳
ま
で

過
ご
し
た
と
い
う
の
だ
。そ
し
て
、徳
川

家
康
が
関
ヶ
原
合
戦
に
勝
利
し
、佐
和
山

に
封
ぜ
ら
れ
た
直
政
が
彦
根
藩
初
代
と

な
っ
た
と
き
、順
慶
の
恩
に
報
い
る
た
め

彦
根
に
招
き
宗
安
寺
内
に
一
庵
を
与
え

た
。そ
の
後
、本
町
に
福
智
山
地
福
院
を

開
基
し
た（『
彦
根
史
話
・
上
』彦
根
史
話

刊
行
会
）。

　
も
う
ひ
と
つ
は
、『
改
訂
近
江
国
坂
田

郡
史
』第
６
巻
に
、永
禄
７
年（
１
５
６

４
）４
月
よ
り
６
月
に
至
る
２
ヶ
月
間
、

今
川
氏
真
の
詮
議
を
避
け
て
、井
伊
萬
千

代（
の
ち
の
直
政
）が
、米
原
市
上
多
良
の

眞
廣
寺
に
い
た
こ
と
が
あ
る
と
記
し
て

あ
っ
た
。

　
井
伊
谷
へ
と
導
く
記
憶
は
３
つ
。

　
直
政
の
父
直
親
は
都
田
川
の
河
原
で

荼
毘
に
付
さ
れ
て
い
る
。直
政
は
慶
長
７

年（
１
６
０
２
）、佐
和
山
城
で
死
去
し
、

遺
志
に
よ
り
善
利
川
の
中
洲（
渡
島
）で

荼
毘
に
付
さ
れ
た
。故
郷
で
あ
る
井
伊
谷

と
父
を
思
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た
の
か
も

し
れ
な
い
。

　
江
国
寺
山
門
の
扁
額
を
揮
毫
し
た
の

は
、明
暦
元
年（
１
６
５
５
）、第
六
回
朝

鮮
通
信
使
の
写
字
官
と
し
て
彦
根
を
訪

れ
た
雪
峰（
金
義
信
）で
あ
る
。井
伊
谷

の
龍
潭
寺
本
堂
と
山
門
の
扁
額
の
揮
毫

も
ま
た
雪
峰
だ
。

　
天
寧
寺
は
井
伊
直
中
が
建
立
し
た
寺

だ
が
、前
身
は
直
政
が
母
の
菩
提
を
弔
う

た
め
彦
根
城
下
に
建
立
し
た
宗
徳
寺
だ

っ
た
。寺
の
名
は
直
政
の
母
の
戒
名「
永

護
院
殿
蘭
庭
宗
徳
大
姉
」か
ら
で
あ
る
。

　
井
伊
谷
と
彦
根
を
結
ぶ
墓
と
供
養
碑

が
あ
っ
た
。彦
根
の
龍
潭
寺
の
新
野
左
馬

助
親
矩
の
墓（
本
号H

C
C
I. prem

ium
 

story 

⑰ 「
直
政
を
匿
っ
た
新
野
左
馬
助

親
矩
の
墓 

」18
頁
参
照
）と
、高
瀬
姫（
直

政
の
姉
）の
長
純
寺
の
供
養
碑
で
あ
る
。

　
次
郎
法
師
直
虎
へ
繫
が
る
記
憶
は
か

き
消
さ
れ
た
よ
う
に
彦
根
に
は
な
か
っ

た
。何
故
、直
虎
の
痕
跡
が
失
わ
れ
て
い

る
の
か
、そ
の
こ
と
に
も
大
切
な
意
味
が

あ
る
は
ず
だ
。

　
２
０
１
７
年
は
彦
根
に
と
っ
て
ビ
ッ

グ
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ｢
お
ん
な
城
主 

直
虎｣

の
放
送
で
は
毎

週「
井
伊
、井
伊…

」と
繰
り
返
し
そ
の
名

が
呼
ば
れ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
唯
一
無

二
、「
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年
祭
」

は
間
違
い
な
く
集
客
交
流
産
業
の
成
長

ド
ラ
イ
バ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。『
井
伊
家

十
四
代
と
直
虎
』の
書
籍
も
そ
の
一
助
と

な
り
、様
々
な
顕
彰
が
行
わ
れ
、再
発
見
・

新
発
見
に
繫
が
れ
ば
と
期
待
す
る
も
の

で
あ
る
。

▶井伊直政公出陣之絵図（写真上）と灰塚（写真下）（長松院／滋賀県彦根市中央町）。
　慶長７年（1602）、直政死去。遺志により善利川の中洲、渡島で荼毘に付された。渡島に長
　松院が建立され、骨灰遺物を埋葬した灰塚が築かれた。
　明治34年（1901）、直政公三百回忌に灰塚が整備された。石碑は西村捨三の揮毫。また、この
　とき肖像画も描かれた。画賛は日下部鳴鶴によるものである。

直
虎
の
痕
跡
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※１.シャトルバスは（彦根商工会議所前→会場）は14：20発車予定（帰りは、新春特別講演会終了後・会員交流懇親会終了後に運行予定）  
※２.ビジネス交流にお役立ていただくため、会員交流懇親会では参加事業所名・参加者の記載した名簿を配布する予定です。　
※３.申込時にいただいた情報は当所からの連絡・情報提供に利用するほか、参加者の実態調査・分析のために利用することがあります。

　“ミート・ザ・メンバーズ”をテーマに、前回もご好評をいただいた会員交
流フェアを今年度も開催します。新春特別講演会では、映画「武士の家計簿」
の原作者で歴史学者の磯田道史氏を講師に招き、｢おんな城主 井伊直虎と
直政｣をテーマにご講演いただきます。
　会員交流懇親会では、「ひこねグルメメッセ」として、「絶品」のフードとド
リンクをご用意します。
　当所の運営方針「会員よし、地域よし、将来よし」が揃った一大事業ですの
で、是非ともご参加ください。

MEET 
The 
Members ! 

●体験料 1回3,000円（鎧・作務衣・地下足袋レンタル料、着付け料、消費税込）
●変身時間 着付け完了後１時間（受付時間 10：00～19：00）
●変身場所 ▶ブライダルハウス  サムスィング・フォー（彦根市本町1-6-26／ 0749-22-3434）
 　※水曜定休、17時以降要予約
 ▶きものの京美　彦根本店（彦根市中央町6-12／ 0749-23-8265）
 　※水曜定休、火曜不定休、当日要予約

　※着付けはプロの専門スタッフが行います。 ※衣服等お荷物は責任を持ってお預かりいたします。

●体験料 1日3,000円（袴一式レンタル料、着付け料、消費税込）
●変身時間 10：00～20：00の一日貸し（受付終了時間 19：00）
●変身場所 ▶ブライダルハウス  サムスィング・フォー（彦根市本町1-6-26／ 0749-22-3434）
 　※水曜定休、17時以降要予約
 ▶きものの京美　彦根本店（彦根市中央町6-12／ 0749-23-8265）
 　※水曜定休、火曜不定休、当日要予約

　※着付けはプロの専門スタッフが行います。 ※袴、下駄、小物をご用意させていただきます。
　※衣服等お荷物は責任を持ってお預かりいたします。

●体験料 １回1,000円（入館料、消費税込）
●体験時間 7：30～20：00の内、１時間程度（受付後禅寺と調整させていただきます。）
●体験場所 清凉寺 （彦根市古沢町1110）　 ※時間は応相談
 龍潭寺 （彦根市古沢町1104）　 ※10人～受付可、午前7：30～8：30
 長松禅院 （彦根市中央町4-29）　 ※13：00～20：00
　※ご予約は体験日の３日前までにご連絡ください。
　※直前の受入が可能な場合もございますので、ご要望があれば事務局までご連絡ください。
　※法事や冠婚葬祭等の関係により、当日禅寺の変更や受入不可となる場合がございますので
　　ご了承ください。

城下町を袴姿で歩こう!  

井伊家縁の寺でメディテーション!!

本物の城郭でポーズを決めよう!  

彦根プレミアム体験 始動!
Extraordinary Experiences in HIKONE

Experience

YOROI

鎧

Experience

ZEN

禅
清凉寺（曹洞宗）
井伊家代々の菩提寺。天下の清凉
寺として有名となった曹洞禅の名
刹。隆盛時には200余名の雲水が
修行をし、多くの傑物を排出した。
井伊直弼もまた清凉寺で修行をし
ていたことが知られている。

龍潭寺（臨済宗）
井伊家の発祥地、井伊谷の龍潭寺を
分寺して建立。龍潭寺には造園学の
始まりである園頭科（おんずか）が
あった。禅の修行には造園学が必須
だったのだ。龍潭寺は庭の寺として
もよく知られている。

長松禅院（曹洞宗）
井伊直政公が42歳にして死去、遺
言によりこの地で火化し骨灰遺物
を埋葬し、一寺を建立した。城下町
のほぼ真ん中にある曹洞宗の古刹。
商店街にも近く、夜の坐禅も体験
することができる。

● お申込み・お問い合わせ
彦根商工会議所　いい秋散策プラン事務局　
tel.0749-22-5580（平日9：00～17：00）     
info@oh-mi.org
専用ウェブサイト：http://experience.oh-mi.org

「袴」「鎧」の変身体験をしていただいた方に、
彦根城、玄宮園、彦根城博物館入場券、お茶席をセットに
したプレミアムチケットをプレゼント!!
※但し、「鎧」体験は、彦根城・玄宮園・お茶席のみとなりますので、予めご了解ください。

彦根商工会議所では彦根市からの委託を受け、今年度より彦根の体験型観光
コンテンツの研究・開発・試験・実施を目的として「彦根プレミアム体験－
Extraordinary Experiences in HIKONE」を開催致します。彦根に縁があり、
より城下町情緒と雰囲気の合う「Experience HAKAMA－袴変身体験」、井伊
家ゆかりの赤備え隊の「Experience YOROI－鎧変身体験」、彦根ゆかりの禅寺
を舞台とした「Experience ZEN－坐禅体験」を「Dramatic Legacy 城あかり」
に合わせて行います。江戸情緒をお楽しみください。

彦根市 彦根いい秋散策プラン事業　主催: 彦根商工会議所

Experience

HAKAMA

袴

共催　彦根商工会議所・彦根商工会議所議員クラブ・滋賀県中小企業相談所専門指導室

● 会　場　彦根ビューホテル
   　　　　 彦根市松原町網代口1435-91／TEL.0749-26-1111
● 参加費　懇親会費 3,000円（お一人様・税込）
● 定　員　300名（彦根商工会議所会員限定）

第7回会員交流フェア新春特別講演会

2017.1.26. 15：00～16：30
（受付14：00～）
木

2017.1.26. 16：45～19：00
（開場16：30～）
木

● お申込み・お問合せ   彦根商工会議所 〒522-0063 彦根市中央町3-8／TEL.0749-22-4551

第7回会員交流フェア会員交流懇親会

彦根商工会議所会員事業所限定の交流会です。
未加入の事業所様はぜひこの機会にご入会ください。

参加費
3,000円
お一人様・税込

会員限定

磯田道史氏  ＜プロフィール＞
1970年岡山市生まれ。慶應義塾大学大学院卒。
博士（史学）。茨城大学助教授、静岡文化芸術大学
教授などを経て、現在、国際日本文化研究セン
ター准教授。著書に『武士の家計簿』（新潮新書、新
潮ドキュメント賞受賞、2010年映画化）、『近世大
名家臣団の社会構造』（文春学藝ライブラリー）、
『殿様の通信簿』（新潮文庫）、『江戸の備忘録』（文
春文庫）、『龍馬史』（文春文庫）、『日本人の叡智』（新
潮新書）、『歴史の愉しみ方』（中公新書）、『歴史の
読み解き方』（朝日新書）、『天災から日本史を読み
なおす』（中公新書）など多数。『無私の日本人』（文
春文庫）の一編「穀田屋十三郎」が2016年「殿、利
息でござる！」として映画化された。

参加
無料

「絶品!!」のフード&ドリンク
ひこねグルメメッセ

近江牛ステーキ、まぐろ、にぎり寿司、滋賀の地酒、ワイン
の他、ホテルメニューの各種フーズ、ビール、ソフトドリン
ク類も用意しております。

「おんな城主
　　井伊直虎と直政」
講師　磯田道史氏（いそだ・みちふみ）

映画「武士の家計簿」原作者・歴史学者・国際日本文化研究センター准教授
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※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成28年9月29日～11月9日　会員数 1,635件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

不動産賃貸 橋本　健一
土木、解体業 竹中　直樹

不動産
小売商業
小売商業

建設業 竹中工業

㈲北村新聞店 彦根南・愛知川販売所

彦根市野田山町580-15

常
議
員
会

㈱橋本ホールディングス 彦根市野口町283-2

京工房 カロム盤・キャロム盤 湯谷　淳一
新聞小売業 彦根市肥田町995

彦根市中央町5-3
観光・サービス ｅｐａｉｓ 飲食業 東野　恵里 彦根市和田町53-6
観光・サービス ㈲紀多川 飲食業（日本料理） 北川　慎也 彦根市高宮町1366-8
観光・サービス 滋賀地鶏ＡＢＵＲＩ 飲食業 熊嵜　公祐 彦根市本町1丁目11-22
観光・サービス ヘアーサロンＬＩＺ 美容業 小林　美香 彦根市日夏町2051

北村　斉

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I

　
建
設
業
部
会（
田
附
弘
部
会
長
）は
、

11
月
14
日
に（
公
社
）滋
賀
県
建
設

産
業
団
体
連
合
会
と
の
共
催
に
よ

り
、高
校
生
の
建
設
工
事
現
場
見
学

会
を
開
催
し
ま
し
た
。彦
根
工
業
高

校
建
築
科
２
年
生
の
先
生
・
生
徒
36

名
、当
部
会
役
員
４
名
等
が
参
加
し

て
、当
部
会
事
業
所
が
携
わ
る
２
カ

所
の
工
事
現
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
就
業
者
が
減
少
の
一
途
を
た
ど

る
建
設
業
で
は
次
世
代
の
人
材
育

成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
お
り
、

最
新
技
術
と
伝
統
技
術
に
あ
ふ
れ

る
工
事
現
場
を
見
学
す
る
こ
と
で
、

建
設
産
業
本
来
が
も
つ
魅
力
の
認

識
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、昨
年

に
続
い
て
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
長
浜
北
星
高
校
で
は
、耐
震
改
修

工
事
や
最
新
の
工
法
が
使
わ
れ
て

い
る
様
子
、楽
々
園
で
は
文
化
財
保

護
観
点
か
ら
の
緻
密
な
工
事
に
つ

い
て
そ
れ
ぞ
れ
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
生
徒
達
は
各
現
場
で
色
々
と
質

問
を
し
な
が
ら
熱
心
に
見
学
し
、有

意
義
な
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

 

最
新
と
伝
統
の
現
場
で
次
世
代
育
成

「
高
校
生
の
建
設
工
事
現
場
見
学
会
」　―

建
設
業
部
会―

　
当
所
で
は
、10
月
27
日
に
稲
枝
商

工
会
に
て
、農
家
や
関
係
者
等
総
勢

18
名
の
参
加
に
て
、ひ
こ
ね
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
生
産
説
明
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
当
所
が
推
進
す
る
ひ
こ
ね
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、近
江
美
食

都
市
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

担
当
者
よ
り
説
明
の
後
、（
株
）農
楽

の
伊
藤
氏
よ
り
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
の
生

産
方
法
や
営
農
計
画
等
に
つ
い
て
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、彦
根
市
農
林
水
産
課
の
浅

原
氏
か
ら
は
彦
根
市
の
様
々
な
施
策

に
つ
い
て
説
明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
参
加
者
の
熱
意
は
高
く
、今
後
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
め
方
や
、プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
質
問
が
あ

り
、新
た
な
分
野
に
取
り
組
む
会
議

所
へ
の
期
待
の
高
さ
を
感
じ
る
説
明

会
と
な
り
ま
し
た
。

産地形成に向けて生産説明会を開催
―ひこねアスパラガス・プロジェクト―

12月29日（木）から新年１月3日（火）まで商工会議所会館を休館させていただきます。
なお、新年業務は1月4日（水）午前9時より開始させていただきます。

商工会議所会館
年末・年始休館のお知らせ

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
を
見
学 

〜
静
寂
の
中
に
幻
想
的
な
歴
史
遺
産
が
浮
か
び
上
が
る
〜　

―

理
財
部
会―

　

　
理
財
部
会（
土
田
博
士
部
会
長
）

は
、11
月
15
日
、今
秋
開
催
中
の「
光

と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業　
城
あ
か
り
・
神
あ
か

り
」の
見
学
会
を
部
会
員
15
名
の
参

加
の
も
と
開
催
し
ま
し
た
。

　
多
賀
大
社
で
は
正
面
鳥
居
か
ら

太
閤
橋
、本
殿
ま
で
の
道
す
が
ら
、

時
折
色
の
変
わ
る
ラ
イ
ト
で
照
ら

し
だ
さ
れ
た
建
造
物
が
幻
想
的
に

浮
か
び
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
彦
根
城
で
は
、い
ろ
は
松
付
近
か

ら
徒
歩
に
て
城
内
を
散
策
、橘
の
家

紋
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
佐
和
口

多
聞
櫓
や
、表
門
橋
付
近
で
は
観
光

客
が
カ
メ
ラ
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切

っ
て
お
ら
れ
、宿
泊
ホ
テ
ル
担
当
者

の
先
導
で
歩
を
進
め
る
年
配
観
光

客
も
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
玄
宮
園
で
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
も

併
せ
て
見
学
し
ま
し
た
が
、市
外
か

ら
の
お
客
様
に
も
お
勧
め
で
き
る

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
と
参
加
者
か
ら

称
賛
を
受
け
ま
し
た
。

　
静
寂
の
中
の
幻
想
的
な
歴
史
遺

産
ス
ポ
ッ
ト
が
数
多
く
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
、外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
が
行

き
届
い
て
い
な
い
の
で
は
、と
の
指

摘
も
あ
り
、今
後
よ
り
一
層
磨
き
を

か
け
た
観
光
事
業
に
取
り
組
む
必

要
が
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
新
役
員
体
制
に
な
っ
て
初
と
な
る
11
月
度

常
議
員
会
は
、11
月
９
日
当
所
に
て
、常
議
員

17
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・
木
村
・
中
川
副
会

頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、垣
平
・
橋
本
監
事
ら

が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
頭
が
挨
拶
の
後
、議
長
に
就
任
。議
案

（
１
）新
入
会
員
３
件
の
承
認
に
つ
い
て
、専
務

理
事
よ
り
説
明
が
あ
り
、議
長
が
諮
っ
た
結

果
、満
場一致
で
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
報
告
事
項（
１
）各
部
会
担
当
副

会
頭
・
担
当
職
員
、（
２
）国
宝
・
彦
根
城
築

城
４
１
０
年
祭
事
業
概
要
、（
３
）光
と
ア
ー

ト
で
発
信
す
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事
業
に
つ
い

て
、専
務
理
事
、中
川
副
会
頭
よ
り
そ
れ
ぞ
れ

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
後
意
見
交
換
が
あ
り
、閉
会
と
な
り

ま
し
た
。

　
金
属
工
業
部
会（
清
水
克
己
部
会

長
）は
、10
月
21
日
に
大
阪
の
新
日

鐵
住
金（
株
）大
阪
製
鋼
所
の
視
察

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
鉄
道
車
両
の
車
輪
や
部
品
、自
動

車
建
機
品
、産
業
機
械
品
の
３
分
野

の
生
産
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
ス
タ
ジ
オ
ジ
ャ

パ
ン
に
隣
接
し
、住
宅
も
多
い
都
市

型
製
造
所
と
し
て
立
地
し
、女
性
や

若
手
従
業
員
も
多
く
職
場
環
境
の

良
さ
も
感
じ
ら
れ
、構
内
で
は
、「
ご

安
全
に
」と
挨
拶
が
交
わ
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

「
ご
安
全
に
」を
合
言
葉
に ―

金
属
工
業
部
会―

　
参
加
者
一
同
ご
案
内
の
丁
寧
さ

に
感
心
し
、そ
の
後
の
交
流
会
で
も

情
報
交
換
を
深
め
ま
し
た
。

　
卸
商
業
部
会（
中
川
明
部
会
長
）は
、

11
月
９
日
伊
勢
幾
に
て
部
会
員
等

16
名
が
出
席
し
て
懇
談
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
部
会
長
の
挨
拶
の
後
、小
出
会
頭

と
夏
原
副
会
頭
よ
り
、11
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
当
所
新
体
制
の
３
年
間

の
運
営
に
対
す
る
ビ
ジ
ョ
ン
や
熱
い

思
い
を
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
小
出
会
頭
は
、彦
根
の
活
性
化
の

た
め
に「
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」「
国
際

化
」「
起
業
促
進
」を
リ
ン
ク
さ
せ
て

取
り
組
む
こ
と
の
重
要
性
を
説
明

さ
れ
、「
オ
ー
ル
彦
根
で
国
宝
・
彦
根

城
築
城
４
１
０
年
祭
を
成
功
さ
せ

た
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
夏
原
副
会
頭
よ
り
、「
彦
根

懇
談
会
を
開
催  ―

卸
商
業
部
会―

を
良
く
す
る
た
め
に
市
民
や
産
業

界
が
一
体
化
す
る
よ
う
に
事
業
を

進
め
る
こ
と
が
商
工
会
議
所
の
役

割
」と
話
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
の

懇
親
会
で
、活
発
な
意
見
交
換
や
情

報
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

▶楽々園の工事現場にて

題字  前田 鎌利

戦国・江戸を駆け抜けた……

12月中旬発行

2017年をより楽しむための一冊

（執筆順）

ＮＨＫ大河ドラマ「おんな城主 直虎」放映

直虎から始まる井伊家の物語
四六版352頁・カラーグラビア8頁
静岡大学名誉教授 小和田 哲男・『井伊直虎』著者 梓澤 要・東京学芸大学副学長 大石 学
多摩大学客員教授 河合 敦・滋賀県立大学人間文化学部教授 中井 均
柏原宿歴史館館長 谷口 徹・長浜市曳山博物館館長 中島 誠一
彦根市教育委員会文化財部 彦根城博物館

Ⓒ彦根商工会議所　　ISBN978-4-88325-607-5
編集・発行  彦根商工会議所／発売  サンライズ出版（株）定価 1,800円+税

お問合せ　彦根商工会議所 彦根市中央町3-8　TEL.0749-22-4551

会員様特別割引有り
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ホームページからの申込みも可
http://www.hikone-cci.or.jp/
お問合せ　tel.0749-22-4551・seminar@hikone-cci.or.jp

●受講料  会員500円・非会員・一般700円・学生無料
●場　所  彦根商工会議所４階大会議室
●時　間 18：30開場・19：00スタート

正
副
会
頭
会
議
・
常
議
員
会
・
臨
時
議
員

総
会

10
月
26
日　
当
所
に
て
開
催

小
江
戸
ひ
こ
ね
町
屋
活
用
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム　
事
務
局
会
議

10
月
27
日　
朱
子
学
研
究
所
に
て
開
催

ひ
こ
ね
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
ひ
こ
ね
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
生
産
説
明
会
」

10
月
27
日　
稲
枝
商
工
会
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会　
ふ
れ

あ
い
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

10
月
27
日　
ラ
ピ
ュ
タ
ボ
ウ
ル
に
て
開
催

国
宝
・
彦
根
城
４
１
０
年
祭
実
行
委
員
会

10
月
28
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座　

10
月
29
日　
專
宗
寺
に
て
開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業「
井
伊
家
ブ
ラ
ン
ド
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
滋
賀
の
歌
姫
に
よ
る

チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ン
サ
ー
ト
」

10
月
30
日　
彦
根
城
博
物
館
能
舞
台
に
て

開
催

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業「
サ
ム
ラ
イ
・
ソ
ー
ド
・
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

11
月
３
日　
彦
根
城
内
二
の
丸
駐
車
場

に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議
・
常
議
員
会

11
月
９
日　
当
所
に
て
開
催

卸
商
業
部
会　
懇
談
会

11
月
９
日　
伊
勢
幾
に
て
開
催

近
江
ツ
ー
リ
ズ
ム
ボ
ー
ド　
合
同
委
員
会

11
月
10
日　
二
九
食
や
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
町
屋
活

用
委
員
会

11
月
11
日　
当
所
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会　
彦
根
鉄
砲
隊
演
武
・

堺
ま
つ
り
大
パ
レ
ー
ド

10
月
16
日　
堺
市
に
て
開
催

議
員
ク
ラ
ブ　
幹
事
会

10
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
研
修
会

10
月
17
日　
彦
根
城
博
物
館
に
て
開
催

雇
用
管
理
研
修
会

10
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

彫
琢
会  

び
わ
湖
環
境
ビ
ジ
ネ
ス
メ
ッ
セ

視
察
・
フ
ジ
テ
ッ
ク
㈱BigW

ing

見
学

10
月
19
日　
長
浜
バ
イ
オ
大
学
ド
ー
ム
、

フ
ジ
テ
ッ
ク
㈱
に
て
開
催

彦
根
経
済
戦
略
研
究
会

10
月
19
日　
当
所
に
て
開
催

ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
甲
冑
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
部
会

10
月
20
日　
当
所
に
て
開
催

金
属
工
業
部
会
視
察
研
修
会

10
月
21
日　
新
日
鐵
住
金
㈱
大
阪
製
鋼
所

に
て
開
催

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

10
月
22
日　
千
代
神
社
に
て
開
催

珠
算
・
暗
算
検
定
、段
位
認
定
試
験

10
月
23
日　
当
所
に
て
開
催

ひ
こ
ね
プ
レ
ミ
ア
ム
甲
冑
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
先
進
地
調
査

10
月
24
・
25
日　
宮
城
県
柴
田
郡
・
東
京

都
葛
飾
区
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会
　
労
務

担
当
者
研
修
会

10
月
25
日　
当
所
に
て
開
催

会
議
・
行
事 

開
催
報
告

光
と
ア
ー
ト
で
発
信
す
る
付
加
価
値

創
造
事
業「
和
楽
器
ユ
ニ
ッ
ト
新
月
＋

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ビ
ー
ト
ボ
ッ
ク
ス
＆
和

楽
器
グ
ル
ー
プ
」

11
月
11
日　
玄
宮
園
に
て
開
催

彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座

11
月
11
日　
当
所
に
て
開
催

建
設
業
部
会　
高
校
生
の
建
設
工
事

現
場
見
学
会

11
月
14
日　
長
浜
北
星
高
校
、楽
々
園
に
て

開
催

理
財
部
会　
彦
根
と
多
賀
の
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
事
業
見
学
会

11
月
15
日　
多
賀
大
社
、彦
根
城
に
て
開
催

化
学
工
業
部
会　
幹
事
会

11
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
市
優
良
従
業
員
表
彰
式

11
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
異
業
種
交
流
研
究
会　
例
会

11
月
21
日　
関
西
電
力
大
飯
発
電
所
に
て

開
催

環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ（
Ｔ
Ｐ

Ｐ)
協
定
特
恵
関
税
活
用
セ
ミ
ナ
ー

11
月
21
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
市
議
会
議
員
と
正
副
会
頭
と
の

懇
談
会

11
月
22
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
プ
レ
ミ
ア
ム
書
道
塾

「
ひ
こ
ね
継
未
塾
」

11
月
26
日　
千
代
神
社
に
て
開
催

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
試
験

11
月
26
日　
当
所
に
て
開
催

交
通
量
調
査

11
月
27
・
28
日　
彦
根
市
内
に
て
開
催

主催 彦根商工会議所（〒522-0063 彦根市中央町３-８ tel.0749-22-4551）・共催  （一社）近江ツーリズムボード

第５講   2017年1月18日（水曜日）
「オコナイ」  ー 二つの湖北に残る祭礼の不思議ー

第６講   2017年２月８日（水）　「井伊家の城」  ー GREAT CASTLE 彦根城 ー　講師  中井均氏
第７講   2017年３月29日（水）　「井伊家ゆかりの庭園」  　講師  谷口徹氏

講師 「オコナイ」研究の第一人者
　  中島 誠一氏 

長浜市曳山博物館館長。元長浜市長浜城歴史博物館館長。
近江をはじめとする西日本のオコナイや滋賀県の民俗芸能、祭
礼に関する企画展や論文、講演など多岐にわたり、滋賀県を中心
に祭礼や年中行事の調査を行っている。共著『近江の祭りを歩
く 近江旅の本』（近江文化社）、『神々の酒肴 湖国の神饌』（思文
閣出版）、『オコナイ 湖国・祭りのかたち 』（INAX BOOKLET）
など多数。

「オコナイ」は村内の豊作・大漁・安全などを祈願して1月から
3月にかけて行われる行事である。オコナイは現在、西日本の各
地で認められるが、特に近畿地方、近江の湖北・甲賀両地域に高
い密度を示す。
そして、井伊家の本貫の地、浜名湖の北、井伊谷に「おくない」行
事が連綿と伝わっているのである。その内容は「まさにオコナ
イ、それも芸能をともなった修正会」であった。

彦根ヒストリア講座
しごと・くらし・おもてなしで役立つ！ 彦根プレミアム塾
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彦根市、多賀町が誇る歴史遺産を活かし、光とアートで新たな魅力を発信する“Light & Art Festival”「歴史遺産で
発信するものがたりDramatic Legacy」。「光」によって再生される歴史都市彦根。唯一無二の新しい光景を世界に向
けて発信する。ライトアップ期間中に、歴史遺産を活用した文化イベントが行われ、来年2月・3月には光をテーマとし
たコンテストも行われる予定。

演目：「望郷～失われることのない永遠の魂の故郷」（彦根編）
オープン・マインドで世界と向き合ったラフカ
ディオ・ハーン（小泉八雲）。現代日本を代表する
俳優佐野史郎とギタリスト山本恭司が卓越した言
葉と音楽で他に類を見ない朗読パフォーマンスと
して表現する。

佐野史郎＆山本恭司「小泉八雲・朗読の夕べin彦根」
出演：佐野史郎（俳優）・山本恭司（ギタリスト）
　　  小泉凡（小泉八雲曾孫・民俗学者）／真鍋晶子（アイルランド文学者）

Pコード 454-046（チケットぴあ） 
Lコード 53177（ローソンチケット） 佐野史郎 山本恭司

2017.3.4（土）18：00～20：00
会 場：清凉寺
前売 3,000円・当日3,500円（中学生以上）

主催 光とアートで発信するブランディング事業 彦根・多賀地域連携組織委員会

問合せ 0749-22-4551
〒522-0063滋賀県彦根市中央町３-８

彦根商工会議所 tel.

「国宝・彦根城築城410年祭」プレイベントDramatic Legacy

http://dramatic.oh-mi.org/Ticket Agency
●ローソンチケット tel.0570-084-005 ●CNプレイガイド tel.0570-08-9999 ●イープラス http://plus.jp/sksp/
●ビバシティ平和堂 tel.0749-27-5555 ●アル･プラザ彦根 tel.0749-24-4111
●ひこね市文化プラザ チケットセンター tel.0749-27-5200 ●滋賀県立文化産業交流会館 tel.0749-52-5111

●チケットぴあ tel.0570-02-9999

Dec.2016女性会通信   

　仰ぎ見る彦根城。四季折々の素敵を教えてくれます。
　彦根にはたくさんの「ほんまもん」の宝があります。
有形無形の宝の数々。その素敵や素晴らしさに私たち
が気付き、それを発信するために「彦根の宝プロジェ
クト」、始動してみてもいいのではないでしょうか……。
今秋、多くの彦根の素敵に出会う機会を頂戴しました。
佐和口多聞櫓に浮かぶ井伊家の橘紋は、息を呑むほ
ど素敵でした。大名庭園で虫の音に耳を傾ける風雅な
時間、錦秋を愛でる幽玄のライトアップ、小江戸ひこね
の城まつりのフィナーレを飾るパレードでは、勇壮華麗
な時代絵巻が市中を練り、有り難いことに今回「村山た
か女」の役をいただき大変に貴重な体験もさせていた
だきました。
　消えつつある彦根独特の言い回しや彦根言葉も大
事にしたいものの一つです。直弼公の生涯を描いた歌
舞「大江戸吹雪」も、郷土の偉人として子ども達にその
偉業を伝えることも私たち
の責務だと思っています。
みんなが「彦根」に愛着を
持ち「いいね、ひこね！！」と
自信を持って内外に発信
できる。そんな彦根人であ
りたいものです。

　10月11日（火）、八日市商工会議所女性会の皆さまにお世話を頂き、県女連
講演会が開催され、彦根からは会員8名が参加しました。「招福楼の客迎え」と
題し、㈱招福楼 中村成実氏よりお話しを頂き、庭園の石ひとつまで整えること
や働く皆さんへの教えなどから、卓越した真摯さをもって対応しておられること
がよくわかり、折々の四季を味わう日本文化がいかに素晴らしく大切か改めて感
じました。
　長机には講演テーマに合わせ清楚に花が飾られ、メンバーの皆さんの行き
届いたもてなしの心配りが嬉しく、八日市を後にしました。

■平成29年1月19日（木）新年会
■平成29年1月26日（木）会員交流フェア

INFORMATION

県女連 講演会に参加

　台風18号の接近で10月5日から10月17日に延期になり、商工会議所をバス
で出発、会員20名で一路湖南三山に向かいました。初めて向かうお寺へ期待を
膨らませつつ、和気あいあいの車中で、日頃の仕事や家庭のことで、話に花が
咲きました。
　天台宗の２寺院は共に本堂が国宝に指定されており、優美な曲線を描く様
は、平安時代から南北朝時代と、年代は異なるものの、古き日本の美をしっかり
と感じさせてくれるものでした。長寿寺では奥様（彦根ご出身）から心温まる法
話を承り、日頃の自分の生活を振り返らせていただきました。
　東海道五十三次石部宿会席の昼食後は、永源寺もみじ農園で、研修の一環
として「こんにゃく作
り」を体験しました。
　秋の１日、心に残
るお話とこんにゃく
作りで楽しく学ばせ
ていただきました。
感謝です。
　 　辻事務所
　　　　辻 真理子

湖南三山日帰りバス研修（研修委員会担当）を開催

あのね～  　　　　女性会事業所紹介

㈱若林晋  馬場 和子

青年部通信 YEG Dec.20l6
　
去
る
10
月
24
日
、彦
根
商
工
会
議

所
に
て
青
年
部
会
員
41
名
を
含
む
総

勢
101
名
参
加
の
も
と
、10
月
度
オ
ー

プ
ン
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。講

師
に
は
税
理
士
法
人
中
央
総
研
代
表

社
員
で
あ
る
山
川
晋
氏
を
お
招
き

し
、『
不
易
流
行 

先
哲
に
学
ぶ
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
の
教
科
書
』と
題
し
て

ご
講
演
頂
き
ま
し
た
。

　
冒
頭
に
、日
本
最
古
の
学
校
で
あ

青年部伝言板 ■青年部臨時総会 平成29年1月12日（木）17時～ 於：彦根商工会議所 ■青年部新年会 平成29年1月12日（木）19時～ 於：双葉荘 
■１月度例会 平成29年1月19日（木）18時30分～ 於：マリアージュ彦根 ■会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

る
史
跡
足
利
学
校
の『
論
語
抄
』を

使
っ
て
、参
加
者
全
員
で『
論
語
』の

素
読
を
行
い
ま
し
た
。続
い
て
森
信

三
や
福
沢
諭
吉
を
始
め
、吉
田
松
陰

や
佐
藤
一
斎
な
ど
の
偉
大
な
先
人
が

残
さ
れ
た
言
葉
を
用
い
て
、仕
事
へ

の
取
組
み
方
や
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
あ

る
べ
き
姿
を
分
か
り
易
く
解
説
頂
き

ま
し
た
。講
演
中
に
も
自
身
の
今
ま

で
の
取
組
を
振
り
返
り
、新
た
な
気

づ
き
と
な
る
場
面
が
何
度
も
あ
り
ま

し
た
。

　
平
凡
な
中
に
非
凡
を
発
見
で
き
て

い
る
か
、将
の
条
件（
人
が
付
い
て
く

る
こ
と
）を
満
た
し
て
い
る
か
、口
舌

の
徒
に
な
っ
て
い
な
い
か
、仕
事
に

惚
れ
込
ん
で
取
組
ん
で
い
る
か
等
、

 

10
月
度
オ
ー
プ
ン
例
会

〜
不
易
流
行 

先
哲
に
学
ぶ
次
世
代
リ
ー
ダ
ー
の
教
科
書
〜 

を
開
催

　
去
る
10
月
18
日
、彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
17
名
参
加
の
も
と

彦
根
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催

し
ま
し
た
。当
日
は
、心
地
良
い
天

気
で
絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
で
あ

り
、普
段
は
全
く
運
動
を
す
る
機
会

が
な
い
私
に
と
っ
て
は
、体
力
面
で

も
ス
コ
ア
で
も
辛
い
一
日
と
な
り

ま
し
た
。

　
近
年
は
、会
長
の
優
勝
が
続
い
て

お
り
、今
回
の
コ
ン
ペ
で
も
馬
場
会

長
が
見
事
な
成
績
を
収
め
優
勝
さ

れ
ま
し
た
。私
の
ス
コ
ア
は
伸
び
ま

せ
ん
で
し
た
が
、コ
ー
ス
を
周
り
懇

親
会
で
語
り
合
う
こ
と
で
、メ
ン

バ
ー
と
の
良
い
交
流
の
場
と
な
り

ま
し
た
。

　
今
回
参
加
出
来
な
か
っ
た
皆
さ

ん
も
是
非
、時
間
を
作
っ
て
次
回
は

参
加
し
て
み
ま
し
ょ
う
！

　
　
（
有
）ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
・
ズ  

髙
木 

圭
祐

彦
根
Ｙ
Ｅ
Ｇ
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
開
催
！

　去る10月８日・９日、荒神山自然の家にてジュニア
エコノミーカレッジ合宿セミナーを開催致しました。
　初日は、第1回セミナーの復習及び商品プランを
完成させ、店舗づくりのプラン作成について学び、
それらを元に事業計画を作成、各チームがプレゼ
ンの練習を行いました。
　2日目には、各チームが更にアイデアと意見を出
し合い、事業計画を完成させた上で、青年部関係
者へプレゼンを行いました。
　そして合宿の最後には保護者の皆様の前で、二
日間の成果を発表しました。子供達が悩みながら
も考え、答えを導き出し、成長していく姿に驚くとと
もに感動するセミナーとなりました。　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　 ㈱瓦スギハラ　杉原 拓郎

第４回彦根YEG
ジュニアエコノミーカレッジ
合宿セミナーを開催！

【
事
業
所
名
】ア
イ
ン
ズ（
株
）

【
氏
名
】小
寺 

秀
樹

【
生
年
月
日
】 

昭
和
47
年
２
月
２
日

【
趣
味
】 

海
釣
り
、山
登
り

【
血
液
型
】Ｏ
型

【
座
右
の
銘
】気
心
腹
口
命
、気
心
腹
人
己

気
は
長
く 

心
は
丸
く 

腹
立
て
ず 

口
慎
め
ば 

命

長
か
れ  

気
は
長
く 

心
は
丸
く 

腹
立
て
ず 

人
は
大
き
く 

己
は
小
さ
く

【
紹
介
文
】仕
事
も
青
年
部
活
動
も

し
っ
か
り
と
段
取
り
良
く
行
う 

出

来
る 

人
。
何
事
に
も
ま
じ
め
に
誠

実
に
取
り
組
む
姿
勢
が
好
感
を
呼

ぶ
。　

　
商
工
会
議
所
青
年
部
は
、地
域
を
担
う
若
手
経

営
者
に
よ
る
青
年
経
済
団
体
で
す
。古
き
良
き

彦
根
の
伝
統
を
守
り
な
が
ら
、次
代
を
先
取
る
若

者
の
気
概
溢
れ
る
団
体
で
す
。活
動
は
委
員
会

組
織
を
中
心
と
し
て
、企
業
経
営
の
研
修
や
地
域

活
性
化
事
業
へ
の
参
画
、会
員
相
互
の
親
睦
事
業

を
中
心
に
活
動
し
て
い
ま
す
。ま
た
、日
本
全
国

の
青
年
部
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、他
地
域
と

の
交
流
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
商
工
会
議
所
会
員
事
業
所
の
経
営
者（
そ
の

後
継
者
）も
し
く
は
、事
業
所
が
推
薦
す
る
方
で
、

25
歳
以
上
45
歳
以
下
で
あ
れ
ば
男
女
を
問
わ
ず

入
会
で
き
ま
す
。（
年
会
費
３
６
０
０
０
円
）

詳
し
く
は
彦
根
商
工
会
議
所
青
年
部
事
務
局
ま

で
。（
Ｔ
Ｅ
Ｌ 

２
２-

４
５
５
１
）

○
自
己
研
鑽　

講
師
を
招
い
て
自
社
や
地
域
の
発
展
に
向
け
資

質
向
上
を
図
り
ま
す（
オ
ー
プ
ン
例
会
等
）

○
親
睦
交
流　

日
頃
支
え
て
も
ら
っ
て
い
る
家
族
と
と
も
に
交

流
を
深
め
ま
す（
家
族
親
睦
例
会
）

青
年
部（
Ｙ
Ｅ
Ｇ
）

新
入
会
員
募
集
中
！

メ
ン
バ
ー
ズ
ス
マ
イ
ル

青
年
部
メ
ン
バ
ー
紹
介

発信！！彦根の宝プロジェクト

当
た
り
前
の
よ
う
で
は
あ
り
ま
す

が
、反
省
す
べ
き
点
も
多
々
あ
り
、次

世
代
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
自
覚
を
再

認
識
さ
せ
ら
れ
た
大
変
有
意
義
な
例

会
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

 

（
宗
）滋
賀
県
護
國
神
社　
山
本  

大
司

▶講師の山川氏

i
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彦
根
市
八
坂
町
、滋
賀
県
立
大
学
前
の

「
に
し
む
らcafe

」は
、県
立
大
学
生
に

人
気
で
訪
れ
る
人
々
に
と
っ
て
憩
い
の

場
だ
っ
た
。「
だ
っ
た
」と
過
去
形
な
の

は
、平
成
26
年
４
月
、に
し
む
らcafe

は

「eight hills delicatessen

（
エ
イ
ト
ヒ

ル
ズ 

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
）」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
た
か
ら
だ
。デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
で
は
一
般
的

で
量
り
売
り
の
惣
菜
店
の
こ
と
を
い
う
。

も
と
も
と
は
、ド
イ
ツ
語
で「
美
味
し
い

も
の
」、そ
こ
か
ら
惣
菜
を
売
る
店
を
さ

す
よ
う
に
な
っ
た
。
最
近
は
日
本
で
も

「
デ
リ
」と
略
さ
れ
て
身
近
に
な
り
つ
つ

あ
る
。

　
店
主
の
西
村
武
士
郎
さ
ん
は
、大
阪
の

大
学
を
卒
業
後
、飲
食
関
係
の
仕
事
に
就

い
た
。や
が
て
イ
タ
リ
ア
料
理
の
シ
ェ
フ

と
な
り
、京
都
・
大
阪
に
３
店
舗
あ
る
レ

ス
ト
ラ
ン
の
統
括
シ
ェ
フ
を
任
さ
れ
た
。

ま
た
、調
理
学
校
の
講
師
も
経
験
し
、そ

の
後
、料
理
の
腕
だ
め
し
に
渡
米
、２
年

間
シ
ア
ト
ル
で
暮
ら
し
た
。シ
ア
ト
ル
で

は
、憧
れ
の
イ
タ
リ
ア
料
理
店「
カ
シ
ー

ナ
・
ス
ピ
ナ
ッ
セ
」で
働
く
と
い
う
夢
も

実
現
し
た
。ア
メ
リ
カ
か
ら
帰
国
の
際
に

は
、東
廻
り
で
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

を
旅
し
美
味
し
い
も
の
を
食
べ
歩
い
た
。

特
に
、北
イ
タ
リ
ア
の
料
理
が
好
き
だ
と

い
う
西
村
さ
ん
は
、ピ
エ
モ
ン
テ
州
の
ア

ル
バ
と
い
う
町
に
長
く
滞
在
し
、現
地
の

料
理
を
存
分
に
味
わ
っ
た
そ
う
だ
。

　
そ
し
て
帰
国
後
、リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
と
い

う
形
で
こ
の
店
を
開
い
た
。
店
名
の

eight hills

は
、八
坂
に
由
来
す
る
。

　
店
に
入
る
と
、正
面
に
置
か
れ
た
大
き

な
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
が
存
在
感
を
放
っ
て

い
る
。中
に
は
ハ
ム
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど

の
熟
成
加
工
肉
を
メ
イ
ン
に
、多
国
籍
の

惣
菜
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
な
ど
が
数
多
く

並
ん
で
い
る
。ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ
イ
ル
の

デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
だ
。店
内
で
食
べ
る
場

合
は
、日
替
わ
り
プ
レ
ー
ト
や
デ
リ
18
種

盛
り
の
セ
ッ
ト
が
人
気
だ
。

　
食
材
は
地
元
の
も
の
を
多
用
し
、味
付

け
は
ア
メ
リ
カ
仕
込
み
。「
ち
ょ
っ
と
変

わ
っ
た
、よ
そ
と
は
違
う
味
付
け
」は
評
判

で
、外
国
人
の
お
客
さ
ん
か
ら
も
人
気
を

博
し
て
い
る
。

　　
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」は
、

日
本
企
業
の
86
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め

る
小
規
模
事
業
者
が「
地
域
経
済
」の
主

役
と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
支
援
す

る
た
め
の
施
策
だ
。販
路
開
拓（
創
意
工

夫
に
よ
る
売
り
方
や
デ
ザ
イ
ン
改
変
等
）

な
ど
、地
道
な
小
規
模
事
業
者
の
取
り
組

み
を
支
援
す
る
も
の
で
、そ
れ
に
要
す
る

経
費
の
一
部
を
補
助
す
る
。費
用
の
３
分

の
２
を
補
助
、上
限
は
50
万
円
で
あ
る
。

　
西
村
さ
ん
が
こ
の
補
助
金
を
利
用
す

小規模事業者持続化補助金
eight hills delicatessen（エイトヒルズデリカテッセン）
彦根市八坂町 3181／ TEL.0749-28-2297
営業時間 11：00～19：00（月曜定休日）

▶本場アメリカンスタイルのデリカテッセンで、大型対面式冷蔵ショーケースに並べられ
た自家製ハム・ソーセージ、滋賀県産野菜を使った世界各国のお惣菜、キッシュ（卵とク
リームを使って作るフランスの郷土料理）、パイ、サンドイッチ、オードブル盛り合わせ、
ケーキなどを選んで、食事（店内飲食）ができ、テイクアウトもできる。フードランディア
といわれる料理の出張サービスも評判。

る
き
っ
か
け
は
友
人
の
紹
介
か
ら
で
、当

会
議
所
の
窓
口
で
対
応
し
た
の
が
小
川

課
長
補
佐
だ
っ
た
。

　
小
川
課
長
補
佐
は「
西
村
さ
ん
の
海
外

で
の
経
験
や
、今
後
の
計
画
を
聞
い
て
い

る
だ
け
で
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
し
た
。ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る『
小
規
模
事
業
者
持
続

化
補
助
金
』は
国
の
補
助
金
で
人
気
が
あ

り
倍
率
も
高
い
の
で
す
が
、エ
イ
ト
ヒ
ル

ズ
デ
リ
カ
テ
ッ
セ
ン
の
計
画
は
現
実
を

踏
ま
え
た
し
っ
か
り
し
た
も
の
で
、次
回

も
明
確
な
経
営
目
標
と
具
体
的
な
事
業

計
画
が
あ
れ
ば
、３
年
連
続
で
補
助
金
を

受
け
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
」。

　

27
年
度
は
写
真

の「
大
型
対
面
式
冷

蔵
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
」

等
、28
年
は
バ
ッ
ク

ヤ
ー
ド
に
設
置
し
た

「
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ

ク
シ
ョ
ン
オ
ー
ブ
ン
」

等
の
購
入
費
用
の

一
部
に
充
て
ら
れ

た
。

　
西
村
さ
ん
は「
自

分
に
と
っ
て
こ
れ

が
あ
れ
ば
今
よ
り

も
素
敵
な
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
て
、

事
業
計
画
を
話
し

た
方
に『
こ
れ
な
ら

eight hills

は
、八
坂

２
年
連
続
で
補
助
金
を
獲
得

ば
一
度
訪
れ
て
み
た
い
』と
思
っ
て
い
た

だ
け
た
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。僕
自
身

は
毎
年
、ひ
と
つ
ず
つ
夢
を
叶
え
て
い
る

よ
う
な
感
じ
で
す
。次
は
、豚
肉
の
全
て

の
部
位
の
加
工
を
完
璧
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
本
格
的
な
熟
成
庫
が
欲
し
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。自
分
の
店
で
こ
こ
ま
で

で
き
る
と
こ
ろ
は
全
国
に
も
珍
し
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。

　
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」は
、

利
用
し
易
い
補
助
金
だ
け
に
、採
択
は
狭

き
門
と
な
っ
て
い
る
。ワ
ク
ワ
ク
す
る
事

業
計
画
を
思
い
つ
い
た
ら「
こ
ん
な
の
は

ど
う
だ
ろ
う…

」と
是
非
、ご
相
談
い
た

だ
き
た
い
。夢
が
叶
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
国
宝
・
彦
根
城
築
城
４
１
０
年

祭
は
、平
成
29
年
に
国
宝
・
彦
根

城
の
天
守
が
完
成
し
て
、４
１
０

年
を
迎
え
る
こ
と
や
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
大

河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」

の
放
映
を
契
機
に
、彦
根
城
を
は

じ
め
と
す
る
彦
根
の
町
の
歴
史
、

文
化
、伝
統
や
自
然
環
境
、農
林
水

産
業
、商
工
業
等
、彦
根
の
魅
力
を

全
国
・
世
界
に
発
信
す
る
と
共
に
、

地
域
資
産
の
再
評
価
に
よ
る
市
民

の
誇
り
づ
く
り
、な
ら
び
に
観
光

振
興
に
よ
る
継
続
的
な
地
域
経
済

の
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

実
施
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
の
不
易
流
行
で
は
、実
施

予
定
事
業
の
う
ち
、11
月
30
日

（
水
）に
公
表
さ
れ
た
最
新
情
報

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

● 

天
秤
櫓
特
別
展

タ
イ
ト
ル
：
井
伊
家
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
と
江
戸
期
の
地
球
儀
を
タ
ッ
チ

パ
ネ
ル
で
愉
し
む

『
井
伊
家 

家
宝
の
魅
力
と
江
戸
期

の
世
界
』

開
催
期
間
：
平
成
29
年
３
月
18
日

（
土
）〜
７
月
２
日（
日
）

展
示
内
容
：
江
戸
期
の
地
球
儀
、

古
地
図
を
基
に
し
た
映
像
を
通
し

て
、当
時
、西
洋
は
日
本
・
彦
根
を

ど
う
認
識
し
、彦
根
は
世
界
に
ど

う
目
を
向
け
て
い
た
の
か
に
つ
い

て
歴
史
的
価
値
の
高
い
地
球
儀
や

地
図
を
基
に
解
説
し
ま
す
。ま
た
、

世
界
へ
の
関
心
が
高
く「
コ
レ
ク

タ
ー
大
名
」と
し
て
語
ら
れ
る
井

伊
家
が
収
集
し
た
、彦
根
が
誇
る

貴
重
な
文
化
財
で
あ
る「
彦
根
屏

風
」や「
彦
根
更
紗
」の
価
値
と
魅

力
を
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ブ
メ
デ
ィ

ア
を
用
い
て
展
示
し
ま
す
。

● 

西
の
丸
三
重
櫓
特
別
展

タ
イ
ト
ル
：
江
戸
期
の
城
下
町
彦

根　
再
現
シ
ア
タ
ー『
プ
レ
イ
バ
ッ

ク　
城
下
町
彦
根
』

開
催
期
間
：
平
成
29
年
３
月
18
日

（
土
）〜
12
月
10
日（
日
）

展
示
内
容
：
築
城
か
ら
江
戸
時
代

に
か
け
て
の
彦
根
城
や
城
下
町

を
高
精
細
な
デ
ジ
タ
ル
技
術
に

よ
り
再
現
し
、櫓
内
に
お
い
て
鑑

賞
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、観
光
誘
客
な
ら
び
に
観

光
客
の
満
足
度
の
向
上
を
図
り
、

彦
根
城
の
魅
力
を
向
上
さ
せ
、観

光
振
興
を
図
る
事
を
目
的
に
Ｖ
Ｒ

国宝・彦根城築城４１０年祭事業
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（
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）を
用

い
た
映
像
作
品
を
制
作
し
ま
す
。

①「
Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
」

映
像
作
品
は
、今
回
作
成
す
る「
Ｖ

Ｒ
彦
根
城
」を
ベ
ー
ス
に
、彦
根

城
に
関
係
す
る
歴
史
的
人
物
を
登

場
さ
せ
た
、ス
ト
ー
リ
ー
性
の
高

い
映
像
作
品
に
な
り
ま
す
。天
下

分
け
目
の
戦
国
時
代
、 

そ
ん
な
激

動
の
時
代
に
終
止
符
を
打
つ
べ

く
、ま
さ
に
そ
の「
要（
か
な
め
）」

と
し
て
築
城
さ
れ
た
彦
根
城
。 

徳

川
家
康
の
天
下
統
一
に
欠
か
せ
な

い
重
要
な
役
割
を
持
っ
て
築
城
さ

れ
た
彦
根
城
を
高
精
細
な
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
よ
り
再
現
、歴
史
的
人

国宝・彦根城築城４１０年祭事業最新情報

物
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
織
り
交
ぜ
て

エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ
ン
ト
性
の
高
い

作
品
を
制
作
し
ま
す
。

②
企
画
展
示「
彦
根
城
と
城
郭
」

Ｖ
Ｒ
シ
ア
タ
ー
と
合
わ
せ
て「
彦

根
城
と
城
郭
」を
テ
ー
マ
に
し
た

「
企
画
展
示
」を
開
催
し
ま
す
。彦

根
城
築
城
ま
で
の
経
緯
や
、歴
史

の
大
き
な
流
れ
を
城
郭
の
変
遷
と

合
わ
せ
て
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、難
攻
不
落
と
謳
わ
れ
た
彦

根
城
の
堅
牢
な
つ
く
り
を
、他
城

郭
と
の
対
比
か
ら
読
み
解
き
ま

す
。
彦
根
城
だ
け
で
な
く
、戦
乱

の
世
を
支
え
た
城
郭
た
ち
も
高
精

細
Ｖ
Ｒ
映
像
で
再
現
さ
れ
、そ
の

つ
く
り
や
佇
ま
い
を
臨
場
感
あ
ふ

れ
る
映
像
演
出
で
伝
え
ま
す
。城

郭
Ｖ
Ｒ
と
合
わ
せ
て
、城
代
と
井

伊
家
と
の
か
か
わ
り
も
合
わ
せ
て

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。※

企
画
展

示
は
７
月
９
日（
日
）ま
で

● 

開
国
記
念
館
特
別
展
示
企
画

タ
イ
ト
ル
：
特
別
展
示
企
画　
Ｎ

Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」（
仮
称
）

開
催
期
間
：
平
成
29
年
３
月
18
日

（
土
）〜
12
月
10
日（
日
）

展
示
内
容
：
平
成
29
年
１
月
か
ら

放
送
さ
れ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ

「
お
ん
な
城
主 

直
虎
」に
登
場
す

る
衣
装
や
小
道
具
に
加
え
、直
虎

が
命
を
懸
け
て
守
り
抜
き
、彦
根

藩
祖
と
な
っ
た
井
伊
直
政
な
ど
、

彦
根
藩
井
伊
家
に
関
す
る
展
示
を

行
い
ま
す
。

● 

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
公
開

平
成
28
年
12
月
１
日
か
ら
公
開
し

て
い
ま
す
。

　
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
公
開
に
あ
わ
せ

て
、現
在
制
作
中
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
の
予
告
映
像
を
公

開
し
ま
す
。

※

公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
、公
式
ツ

イ
ッ
タ
ー
、公
式
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
は
す
で

に
運
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、平
成
29
年
秋
公

開
予
定
の
映
画「
関
ヶ
原
」と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
た
特
別
展
示
や
、フ
ァ

ミ
リ
ー
層
を
対
象
と
し
た
参
加
型

宝
探
し
イ
ベ
ン
ト
、絵
画
、Ｃ
Ｇ
、

書
、彫
刻
等
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と

コ
ラ
ボ
し
た
展
示
企
画
な
ど
に
つ

い
て
現
在
調
整
中
で
す
。内
容
が

決
ま
り
次
第
、お
知
ら
せ
し
ま
す
。

http://hikone-410th.com 
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国際的な経済社会情勢の変化に対応し、足腰の強い経済を構築
するため、経営力向上に資する革新的サービス開発・試作品開
発・生産プロセスの改善を行うための中小企業・小規模事業者
の設備投資等の一部を支援します。

■ 対象者の詳細
認定支援機関の全面バックアップを得た事業を行う中小企業・小
規模事業者であり、以下のいずれかに取り組むものであること。
１．革新的サービス
「中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドライン」で示
された方法で行う革新的なサービスの創出・サービス提供プロ
セスの改善であり、３～５年で、「付加価値額」年率３%及び「経
常利益」年率１%の向上を達成できる計画であること。
２．ものづくり技術
「中小ものづくり高度化法」に基づく特定ものづくり基盤技術を
活用した革新的な試作品開発・生産プロセスの改善を行い、生産
性を向上させる計画であること。

■ 支援内容・支援規模
本事業では、【革新的サービス】【ものづくり技術】の２つの対象
類型があります。また、それぞれについて「第四次産業革命型」
「一般型」「小規模型（設備投資のみ、試作開発等）」の事業類型が
あります。補助率は補助対象経費の ２／３以内。

※詳細は下記サイト内をご確認ください。
http://www.chuokai-shiga.or.jp/koubo/
　　　　　k-m-ss_kouboannai_H28n-11g.htm

■ 募集期間　募集中～平成29年1月17日（火）【当日消印有効】
■ 本件窓口
　 滋賀県中小企業団体中央会  TEL.077-510-0890

小規模事業者が、商工会議所・商工会の助言を受けて経営計画を
作成し、その計画に沿って地道な販路開拓等に取り組む費用の
２／３を補助します。

■ 主な対象者
小規模事業者……製造業その他の業種に属する事業を主たる事
業として営む商工業者（会社および個人事業主）であり、常時使
用する従業員の数が20人以下（卸売業、小売業、サービス業〈宿
泊業・娯楽業を除く〉に属する事業を主たる事業として営む者
については５人以下）の事業者であること。

■ 支援内容・補助額
○対象経費
　機械装置等購入費、広報費、展示会等出展費、旅費、委託費など
○補助率　　　対象経費の２／３
○補助上限額　50万円
　但し、賃金の引き上げ、雇用の増加、買い物弱者対策、海外展開
　の取り組みを行う場合は補助上限額100万円
　※詳細は当所までお問い合わせください。

■ 募集期間　募集中～平成29年1月27日（金）【当日消印有効】
■ 本件担当
　 日本商工会議所　小規模事業者持続化補助金事務局
　 TEL.03-6447-0820

革新的ものづくり・商業・サービス
開発支援補助金

小規模事業者持続化補助金（一般型）

補助金情報 彦根商工会議所  TEL.0749-22-4551

申請手続き・各種書類作成について
当所経営指導員がご相談に応じます。
お気軽にお問合わせください。

年
末
調
整
は

源
泉
徴
収
事
務
の「
総
決
算
」で
す
。

大
切
な
役
割
を
担
う
手
続
で
す
の
で

正
し
く
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
毎
年
、11
月
か
ら
翌
年
２
月
の
期
間
に
、国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
、年
末
調
整
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
た「
年
末

調
整
が
よ
く
わ
か
る
ペ
ー
ジ
」を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、税
制
改
正
の
情
報
な
ど
、年
末
調
整

に
関
す
る
最
新
の
情
報
も
掲
載
し
て

い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
の
導
入
に
よ
り
、平
成
28
年

１
月
１
日
以
後
に
提
出
す
る「
給
与
所
得
者
の
扶
養
控
除

等（
異
動
）申
告
書
」に
は
、一
定
の
場
合
を
除
き
、控
除

対
象
扶
養
親
族
等
の「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」を
記
載
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
な
お
、「
給
与
所
得
者
の
保
険
料
控
除
申
告
書
」、「
給
与

所
得
者
の
配
偶
者
特
別
控
除
申
告
書
」及
び「
給
与
所
得

者
の（
特
定
増
改
築
等
）住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
申
告
書
」に
は

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
」を

記
載
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

「
年
末
調
整
が
よ
く
わ
か
る

ペ
ー
ジ
」の
ご
案
内

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度

〈
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
〉に
つ
い
て

制度や手続について詳しくは、各市町の個人住民税担当、
もしくは滋賀県総務部税政課までお問い合わせください。

■個人住民税（市町民税、県民税）の特別徴収制度は、給与支払者（事業
者）が所得税の源泉徴収と同様に、毎月従業員に支払う給与から個人住
民税を徴収（引き去り）し、納入していただく制度です。
■地方税法および各市町の条例により、給与を支払う事業者は、原則と
してすべて特別徴収義務者として、個人住民税を特別徴収していただく
ことになっています。

■毎年５月に特別徴収義務者あてに「特別徴収税額決定通知書」を各市
町よりお送りしますので、その税額を毎月の給与から徴収（引き去り）
し、翌月の10日までに各従業員の住所地の市町へ、市町ごとの合算額を
納入していただきます。
■従業員が常時10名未満の事業者は、申請により、通常12回の納期を
２回とすることができます。

特別徴収制度とは 特別徴収のしくみ

■給与所得者（従業員）は･･･
◎毎月、給与から徴収（引き去り）されるため、納め忘れがありません。
◎納税のために、納期ごとに金融機関へ出向く必要がありません。
◎納期が、普通徴収（納付書、口座振替による納付）の４回に比べ、特別徴
収は12回であることから、1回当たりの負担が少なくて済みます。
■給与支払者（事業者）は･･･
◎市町が税額の計算を行うため、所得税と違い、税額計算や年末調整の
必要がありません。

毎年１月31日までに提出することになっている給与支払報告書（総括
表）の右下の特別徴収義務者指定番号（給与支払者番号）の欄に朱書き
で『特別徴収へ切替え』と記載の上、各市町にご提出ください。

※制度上は、市町が指定等を行うことで特別徴収する義務が生じます
が、手続きがスムーズに進むよう、記載していただくこととしています
ので、よろしくお願いします。

特別徴収のメリット 特別徴収の手続き

◆滋賀県と県内すべての市町から事業主の皆様へ重要なお知らせです◆

滋賀県総務部税政課　tel. 077-528-3213

①給与支払報告書の提出
　　（1月31日まで）

②税額の計算

③特別徴収税額の通知
　　（5月31日まで） ④給与支払時に税額を徴収

　（6月から翌年5月まで
　  毎年の給与支払日）

③特別徴収税額の通知
　　（5月31日まで）

⑤税額の納入
　　（翌月 10日まで）

市役所
町役場

給　与
支払者
（事業者）

給　与
所得者
（従業者）

個人住民税の特別徴収制度

しが新事業応援ファンド

本件窓口
（公財）滋賀県産業支援プラザ
 TEL.077-511-1412

■主な対象者　地域資源を活用して新商品・サービスの開発に取り組む中小企業者
■助成対象　　（１）地域資源を活用した新たな商品・サービスの開発を図る事業のうち、企画検討や試作開発などの取り組み
　　　　　　　　　（助成率：原則2分の1、上限：300万円／年、助成期間：１年）
　　　　　　　（２）ファンド事業を受けて開発された新商品・新サービスに係わる販路の開拓を図る事業
　　　　　　　　　（助成率：原則2分の１、上限：200万円／年、助成期間：１年）
　　　　　　　（３）上記の取り組みを支援する事業（助成額：上限100万円、助成率：2分の１、助成期間：1年）
　　　　　　　　　　※ただし、上記（１）（２）については、県が指定する地域産業資源を活用し、かつ県が指定する地域に合致する場合は、審査
　　　　　　　　　　　委員会で助成率3分の2を認める場合があります。

■助成対象経費　 当該助成事業を適切に実施するために必要な経費であって、主に次に掲げるものとします。
　　　　　　　（１）講師など外部専門家・協力者等の謝金および旅費
　　　　　　　（２）研修費、会場費、印刷製本費、資料購入費、通信運搬費、通訳料、筆耕翻訳料、借損料
　　　　　　　（３）調査、デザイン、技術コンサルタント、設計、外注加工、実験・分析、試作品の開発等を委託する経費
　　　　　　　　　　（ただし、助成事業の中核をなす部分等は委託できません。）

　　　　　　　（４）原材料費、試作用の機械装置または工具器具等購入費、試作品製作費
　　　　　　　　　　（試作品の開発や実験等に必要なものに限ります。）

　　　　　　　（５）パンフレット・ホームページ等の作成費、広告宣伝費
■公募期間　　平成29年１月４日（水）～１月20日（金）（15時必着）

彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551
申請手続き・各種書類作成について当所経営指導員がご相談に応じます。
お気軽にお問合わせください。
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10：30～11：00／13：30～14：00 彦根城天守前
15：00～15：30 彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

12月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

木

―― 歴史・地域資源を活かしたまちづくり‐イン彦根 ――　
　　 彦根の魅力アップをめざして

　人口減少や少子高齢化が進む中、いつまでも住み続けたい
“まち”をつくることは私達の共通の願いです。そのために歴史、
地域特有の資源を掘り起し、まちづくりに活かしていくことは
大変重要になってきます。これには行政、大学、NPO法人、市民・
住民、企業が協力して取り組まねばなりません。
　「NPO法人地域デザイン研究会」（地デ研）は、主に大阪府域
を対象に調査研究をしていますが、関西で歴史資源が豊富で、
また観光に力を入れている地域に大いに関心をもっています。
　まちづくりには、ワクワクする喜びや楽しさがなければなら
ないと思います。新しく、面白く、豊かな彦根を実現するために、
皆さん一緒に考えませんか。　　

主催；NPO法人地域デザイン研究会　共催；NPO法人彦根景観フォーラム
後援；彦根市・彦根商工会議所　支援；一般社団法人近畿建設協会　

日時；平成29年2月4日（土）
　　　14：00 ～16：30（開場13：30）
会場；彦根商工会議所大ホール(4F)
　　    参加無料（先着150名）
【講演】
１．「歴史・地域資源を活かしたまちづくり」について
　  平峯 悠 （NPO法人地域デザイン研究会理事長）
２．「彦根の地域資源を活かしたまちづくり」
　  濱崎 一志（滋賀県立大学副学長／人間文化学部教授）
３．「彦根城と城下町」
     谷口 徹 （米原市柏原宿歴史館館長）
４．「地デ研から視た彦根市」（貝塚市との比較と提案）
　  岡村 隆正 （貝塚市地域整備監）

【パネルディスカッション】 
テーマ；「彦根の今昔、もっと豊かに面白く」
■パネラー
　彦　根；濱崎 一志・谷口 徹・戸所 岩雄（建築家、計画工房I.T）
　　　  　和田 一繁（彦根市議会議員）
　地デ研；岩本 康男（㈶都市活力研究所顧問）
              田中 賀鶴代（京都観光おもてなし大使）
              前田 秋夫（泉北高速鉄道㈱取締役）
■コーディネーター　平峯 悠

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ⑰

虎松を匿った新野左馬助親矩の墓
　詳しい話は『井伊家十四代と

直虎』（彦根商工会議所編）に

譲るとして、弘治元年（1555）、

亀之丞（井伊直政の父）は直盛

（直虎の父）の養子となり直親

と名乗った。永禄３年（1560）、

直盛は桶狭間の戦いで今川義

元と行動を共にし戦死。翌年、

直盛亡きあと直親が井伊家の

惣領となるが、小野和泉守の息

子、小野但馬守は、今川義元の

後を継いだ氏真に「直親が松

平元康と結んで某反をおこそう

としている」と訴えるのである。

永禄５年（１５６２）、直親は、申し

開きのため駿府に向かう途中、

今川配下の掛川城主朝比奈泰

朝により殺害される。

　更に翌年、85歳となっていた

直平（直親の祖父）は天野攻め

の最中に没する（毒殺されたと

の説もある）。今川氏と和睦し

て以来、30年ほどの間に、井伊

家を継ぐ者は、幼い虎松のみと

なった。

　直親が殺され、虎松にも危

険が及び、新野左馬助親矩（今

川氏の家臣・井伊氏縁戚）に引

き取られ、匿われることになっ

た。ところが、永禄７年（1564）

引馬城主の飯尾豊前守連龍が

今川氏真に謀反をおこし、氏真

の命を受けて新野親矩が出陣

し戦死。しかもこの戦いで、井

伊氏の家老で、虎松の後見役

も務めていた中野信濃守も戦

死し、井伊家を支えていた者た

ちが次々に亡くなっていた。虎

直虎」だが女性でありながら

「地頭」となるのだ。

　彦根には、直虎を偲ぶものは

何も残っておらず、虎松を匿っ

た新野左馬助親矩の墓だけが、

佐和山へ続く登山道途中の墓

所にある。新野家は井伊直弼

の兄によって再興され、彦根の

龍潭寺に親矩の墓が建立され

たのだという。

松は一族の奥山六左衛門に伴

われ、三河の鳳来寺に身を隠す

ことになった。

　当主不在という異常事態、井

伊家存亡の危機に、直親の許

婚だった次郎法師直虎が登場

し、虎松が家督を継ぐまで井

伊家の当主としての役目を果

たすことになる。NHK大河ド

ラマのタイトルは「おんな城主 

▶新野左馬助親矩の墓（龍潭寺墓所）

掲載情報をご連絡ください。
会員の企業イベントも掲載いたします。

12 月 イ ベ ン ト ガ イ ド
テーマ展「祈りと救い 
～彦根城博物館仏教
美術選～」
▶１２／１（木）～２２（木）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
古来より人々は、神仏に祈りを捧げ、時に
現世の利益を願い、時に来世の救いを求
めてきました。 本展では、仏や衆生を表
した絵画、彫刻、経典などを展示し、信仰
が生み出した崇高なる造形の世界へと
誘います。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

花しょうぶ通り
ナイトバザール
▶12／10（土）（雨天決行）16：00～
▶花しょうぶ通り商店街
”１００円で買える幸せ” 恒例のナイト
バザール ★１月～３月はお休みします。

花しょうぶ通り商店街（振）
TEL.22-1026 （いと半老舗）

彦根商店街連盟
「2016歳末謝恩セール」
▶１2／10（土）～30（金）
▶市内商店街内加盟店、平和堂
お買上げ500円毎に抽選補助券１枚配
布。応募用紙に補助券10枚を貼り、賞品
を選んで投函箱へ。賞品は、ペア旅行（海
外、国内）プレゼント、商品券1万円、掃除
機、お米など。

彦根商店街連盟 TEL.22-7303

彦根市立図書館創設100周年記念事業
所蔵資料特別講演会
「古文書からみえてくる彦根
藩士のくらし」
▶１２／１８（日）
  １４：００～（受付１３：３０～）
▶講師：井伊岳夫氏
  (彦根市教育委員会歴史民俗資料室）

▶南地区公民館（甘呂町１３２１－１）
▶料金 無料 ※要申込
▶定員 50名 （申込先着順）
図書館では、旧彦根藩士の家々から寄
贈していただいた古文書類を、貴重な
資料として所蔵しています。その古文書
を読み解いてわかる、彦根藩士の家の
年間行事や、お金の使い道など、当時の
くらしについて、お話していただきます。

彦根市立図書館 TEL.22-0649

第19回  ひこね市民
手づくり第九演奏会
▶12／18（日）開場13：00 開演14：00
▶ひこね市文化プラザグランドホール
▶料金（全席自由/税込）
　前売一般1,500円、当日一般2,000円
※未就学児は入場いただけません。
※託児サービスがあります（有料/要予約）

彦根の冬の風物詩が今年も開催されま
す。今年は、恒例のベートーヴェン交響曲
第九番ニ短調と、昨年度に引き続きヘン
デル「メサイア」(抜粋)の演目をより深く
チャレンジします。指揮は宮松重紀氏。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200　http://bunpla.jp

ひこねで朝市
▶12／18（日）８：00～ 12：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

サンタケーキづくり
親子での参加も可能です♪
▶12／24（土）
　1回目10：30～12：45
　2回目14：30～16：15
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 1,500円（税込）
▶定員 各回6組（応募多数の場合抽選）
▶対象 5歳以上の方
▶申込締切 １2／ 10（土）

MENU・サンタケーキ（お持ち帰りいた
だきます）・ケーキのご試食・お飲物
ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

彦根城で
除夜の鐘をつく集い
▶１2／31（土） 23：00～24：00
　（入場表門のみ22：30～23：30）
▶彦根城内 時報鐘　※先着順
日本の音風景百選に選ばれている、12
代藩主直亮の時代から代々受け継がれ
てきた由緒ある鐘「時報鐘」で除夜の鐘
をつきませんか。大晦日の静まりかえっ
た城内に美しい音色を響かせよう！
彦根市教育委員会文化財課TEL.26-5833

テーマ展「中国故事人
物の姿～三国志の
諸葛孔明から詩聖
李白まで～」
▶１／１（日・祝）～31（火）
　8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
中国の長い歴史の中で語り継がれてき
た種々の故事は、日本でも広く受け入れ
られ、文学や美術、芸能等に大きな影響
を与えました。本展では、絵画や工芸品な
どに見る中国故事に登場する人物に焦点
を当てて紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

十日ゑびす祭
▶１／9（月・祝）～１1（水）
　※１1日は午前中のみ
▶北野神社（馬場1丁目）
１年間の商売繁盛を願う新春恒例の伝
統行事が行われます。餅まき、福餅つき、
その他余興の予定あり。甘酒、福酒の無
料サービス、屋台村もあります。また、９
日にはベルロードパリヤ前、ビバシティで
移動餅まきが行われます。（予定）

北野神社 TEL.22-5631

我が家の
幸せごちそう膳
▶1／23（月）10：30～12：45
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費 1,000円（税込）
▶定員 12名（応募多数の場合抽選）
▶申込締切 １／ 9（月）
MENU・油揚げとホウレン草の辛子和え
・黒豚と彩り野菜の味噌だれ焼き・華や
ぎちらし・豆腐と湯葉のお吸い物・米粉と
抹茶のマドレーヌ・紅茶

ＨＰ内イベント申込フォームをダウンロー
ドのうえ、FAXにてお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone

夏川りみ＆青島広志with
オーケストラ・アンサンブル金沢
▶1／29（日）開場13：15 開演14：00
▶ひこね市文化プラザグランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　1階／SS席 5,500円・Ｓ席 5,300円
　　　　・１Ａ席 5,000円
　2階／2Ａ席 5,000円・Ｂ席 4,500円
　　　　・Ｃ席 3,000円　
　※未就学児入場不可 託児サービス有（無料）
　　託児は１／１8までにお申込みください
▶チケット販売
　ひこね市文化プラザチケットセンター
　TEL.27-5200
「涙そうそう」をはじめとし、心を癒すやさ
しくあたたかな歌声で知られる夏川りみさ
ん。 その包み込むような歌声にはどの世代
の方にも心に響く力強さがあります。 そし
て指揮者は各種メディアで活躍する青島
広志さん。 彦根児童合唱団・いなえ少年少
女合唱団の皆様にご共演いただきます。
公演内容
第1部  青島広志先生がご案内する「湖」
　　　 と「お城」の名曲集　
第2部  夏川りみさんの名曲とともに 
　　　 「涙そうそう」「童神」他　
※公演内容が変更になる場合あり
特定非営利活動法人ひこね文化デザインフォーラム
TEL.23-3383

チケット発売中！

チケット発売中！



明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2017年1月15日まで

有効期限2017年1月15日まで

有効期限2017年1月15日まで

有効期限2017年1月15日まで

有効期限2017年1月15日まで

有効期限2017年1月15日まで

安 心 と 信 頼 の ネ ット ワ ー ク

彦根市西今町933番地
TEL.0749-27-0050

東近江市中野町268番地
TEL.0748-20-0050

近江八幡西庄町985番地
TEL.0748-32-0050

彦根市西今町939番地
TEL.0749-22-5000

彦根市西沼波町191番地
TEL.0749-24-9500

犬上郡多賀町多賀1479番地
TEL.0749-48-7500

飲食代
他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

彦根市河原二丁目2-15 2F/tel.0749-24-2581/定休日 日曜日
営業時間 Lunch11：30～15：00（Ｌ.Ｏ.14：00）/Dinner18：00～26：00

●Cena Aコース お一人様 3,800円（税別）
●Cena Bコース お一人様 5,800円（税別）
●ランチコース A お一人様 1,800円（税別）
●ランチコース B お一人様 2,800円（税別）

2016年9月1日よりフレンチ＆イタ
リアンレストランとしてリニューア
ルオープン！ぜひ、生まれ変わった
CHIDORIでゆっくりとフレンチ＆
イタリアンをお楽しみください。

彦根市本町２-１-６／tel.0749‐27‐5025 /火曜日定休
営業時間 11：00～14：30／17：00～20：00（L.O.）

炭火焼き国産
うなぎ専門店 

●うなぎ丼 1,900円～ ●ひつまぶし2,800円～

M
A
P

うなぎや源内
お食事の方 デザートサービス

お1人様１枚のご利用と

させていただきます

“文化大衆的酒家”名古屋コーチンの
翠翔suisyoにあるものは、最高に美味しい
「鶏」と「野菜」お客様とスタッフの最高の
「笑顔」です！

●翠翔鍋コース 3,500円（税込）
　飲み放題120分＋1,500円
●名古屋コーチンフルコース　 　
　4,500円（税込）
　飲み放題 120分＋1,500円
●名古屋コーチン鶏しゃぶコース　
　３，５００円（税込）
   飲み放題１２０分+１，５００円

彦根市本町１丁目１-５／Tel.０７４９-２３-５９３１／営業時間 １７：３０～２４：００（ＬＯ２３：3０）
定休日  水曜日／全席掘りごたつ 合計１１０席／駐車場あり

１グループ１枚まで可。
他券・他サービス併用不可。

チョコシューアイス
人数分サービス
（宴会コース注文時はデザート増量）

地元彦根の地にて、創業九十年。
守り続けた老舗の技と名水百選
「十王村の水」が織りなす美味を
ご堪能ください。

http://www.uochu.co.jp
無料送迎バス有り・駐車場：22台完備
営業時間　　 9：00～22：00　   不定休
ランチタイム 11：30～15：00（LO13：30）

彦根市西今町563・TEL.0749-26-1686
ご予約・お問い合わせは

0120-26-1686

こだわりおせち（5人前3段重）

●5人前３段重  26,000円（税込）
●3人前２段重  19,000円（税込）

こだわりおせちご予約承り中!

予約締切：2016年12月26日（月）
受取日時：2016年12月31日（土）
　　　　 12時から19時
忘年会・新年会のご予約も承り中!
飲み放題付き ポッキリ宴会コース
　　　　　　　　　　  5,000円～

彦根市松原町1377／予約専用電話 0120-28-2667
宴会最大80名／駐車場あり（15台）／彦根市内への送迎承っております。
http://www.futabasoh.com/

今が旬です
双葉荘特製天然真鴨鍋

期間限定

● 天然真鴨鍋 お一人様　　
　 7,560円（税・サ込）より
● 一羽丸ごと天然真鴨鍋
　 フルコース12,420円（税・サ込）
　 より
２月末までの期間限定プランです。
他にも近江牛しゃぶしゃぶ・すき
焼きプランなどをご用意いたして
おります。

天然真鴨鍋・天然真鴨鍋フルコース

500円OFF
（要予約）他券・他サービスとの併用はご遠慮ください。

※柄は選べません。
他券、他サービスとの併用は
ご遠慮ください。

お箸（洗って何度も使用できます）5人分1組プレゼント!

●名物 真鴨鍋コース ６,５００円～（税サ別）
●忘・新年会コース 飲み放題付 ６,０００円～（税サ別）
●揚げたて天ぷら 夜コース ６,０００円～（税サ別）

彦根市錦町4番23号
tel.0749-22-0063
営業時間
11：00～14：00
16：00～20：30（LO）
不定休

御料理 伊勢幾 彦根の冬を彩る真鴨
料理。伊勢幾名物の
「鴨鍋」で真鴨の旨味
を髄までお楽しみくだ
さい。揚げたて天ぷら
カウンターも引き続き
好評頂いております。
ぜひ忘・新年会でご
利用ください。

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

御料理 伊勢幾 飲食代
５%OFF

ランチ 8%OFF
ディナー 20％OFF
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